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最
近
、
高
齢
者
の

診
療
が
減
り
ま
し
た
。

入
れ
歯
を
作
る
頻
度

も
減
っ
て
き
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

入
れ
歯
安
定
剤
の

性
能
が
良
い
の
も
理

由
の
1
つ
で
し
ょ
う
。
入
れ
歯
安
定

剤
は
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
合
わ
せ
て

多
様
な
種
類
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の

口
腔
ケ
ア
商
品
の
中
で
入
れ
歯
安
定

剤
は
売
り
上
げ
ト
ッ
プ
だ
そ
う
で

す
。
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き
粉
よ
り
も

売
れ
て
い
ま
す
。
鳥
も
ち
の
よ
う
に

歯
肉
に
く
っ
つ
く
入
れ
歯
安
定
剤
は

か
な
り
強
力
で
す
。
た
だ
、
入
れ
歯

安
定
剤
の
種
類
に
よ
っ
て
は
取
り
外

す
の
が
困
難
な
商
品
も
あ
り
、
清
掃

性
に
は
疑
問
が
あ
る
物
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
な
ら
何
で
も
食
べ
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
歯
科
医
師

と
し
て
は
何
か
す
っ
き
り
し
な
い
感

情
に
な
り
ま
す
。

　

入
れ
歯
1
つ
を
と
っ
て
も
日
本
の

歯
科
診
療
報
酬
は
海
外
と
比
較
し
て

極
端
に
低
診
療
報
酬
で
す
。
こ
れ
で

は
技
工
料
金
も
十
分
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
ず
、
技
工
士
に
も
っ
と
良
い

入
れ
歯
を
作
る
よ
う
言
え
な
い
の
も

現
実
で
す
。
ま
た
高
齢
者
の
一
部
負

担
金
が
上
が
っ
た
事
も
診
療
抑
制
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
年

金
だ
け
の
収
入
で
あ
れ
ば
医
療
費
は

重
い
負
担
で
す
。
古
い
入
れ
歯
で
も

入
れ
歯
安
定
剤
で
な
ん
と
か
使
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者
の
貧

困
問
題
も
関
係
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
さ
ん
を
診
療

し
て
い
る
と
、
日
本
の
格
差
社
会
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
せ
め
て
老
後
だ
け

で
も
医
療
に
心
配
の
無
い
社
会
に
な

れ
ば
、
安
心
し
て
老
い
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
流
企
業
ば
か
り
に
光
を

当
て
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
庶
民

の
も
と
へ
光
を
照
ら
す
政
策
を
期
待

し
て
い
ま
す
。�

（
敏
）

医の眼、
 歯科の眼

医
院
経
営
に
活
き
る
雇
用
管
理
と
は

経
営
税
務
セ
ミ
ナ
ー
開
く

　

昨
年
12
月
10
日
（
水
）、11
日
（
木
）

の
両
日
、
福
山
、
広
島
に
て
、「
労

務
管
理
の
ツ
ボ
～
医
院
経
営
に
活
き

る
雇
用
管
理
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、

標
記
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
の
白
鷺
克

憲
特
定
社
会
保
険
労
務
士
（
協
会
顧

問
）
が
、
①
「
従
業
員
を
雇
用
す
る

際
の
留
意
点
」
と
し
て
、
求
人
、
面

接
、
雇
用
契
約
な
ど
に
つ
い
て
、
雇

用
契
約
書
兼
労
働
条
件
通
知
書
の
具

体
例
な
ど
を
示
し
な
が
ら
解
説
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
い
で
、②
「
雇
用
後
の
留
意
点
」

と
し
て
、
変
形
労
働
時
間
制
、
定
額

残
業
代
の
導
入
、
年
次
有
給
休
暇
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
、懲
戒
処
分
な
ど
に
つ
い
て
、

基
本
的
事
項
の
解
説
と
と
も
に
、「
年

休
請
求
に
対
す
る
医
院
側
が
と
れ
る

対
応
」
な
ど
、
先
生
方
の
疑
問
に
答

え
る
形
で
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、③
と
し
て
、キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
助
成
金
制
度
や
改
正
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
の
施
行
な
ど
制
度
や

法
改
正
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。本
紙
7
面
に
、連
載
中
の

「
雇
用
問
題
等
Ｑ
＆
Ａ
」お
よ
び
参
加

者
の
感
想
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

医療保険制度改革の骨子決定

法案提出を許さない
取り組みを強く

（
関
連
記
事
3
面
）

　

安
倍
内
閣
は
1
月
13
日
、
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
本
部
を
開
催
し
、

医
療
保
険
制
度
改
革
骨
子
を
決
定
し

ま
し
た
。
骨
子
の
冒
頭
、「
持
続
可

能
な
制
度
を
構
築
し
、
将
来
に
わ
た

り
国
民
皆
保
険
を
堅
持
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
骨
子
に
基
づ
き
各
年

度
に
お
い
て
必
要
な
予
算
措
置
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
本
年
の
通
常
国
会

に
所
要
の
法
案
を
提
出
す
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
「
改
革
」
の
内
容
は
、

国
民
に
あ
ら
た
な
負
担
増
を
強
い
る

も
の
ば
か
り
。
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
の
保
険
料
「
特
例
軽

減
」
を
2
0
1
7
年
度
か
ら
廃
止
。

8
6
5
万
人
も
の
低
所
得
者
は
2
～

10
倍
の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

現
在
1
食
2
6
0
円
の
入
院
時
食
事

代
の
自
己
負
担
額
を
16
、
18
年
度
に

1
0
0
円
ず
つ
引
き
上
げ
て
4
6
0

円
と
す
る
こ
と
や
紹
介
状
の
な
い
大

病
院
受
診
者
に
5
0
0
0
円
～
1
万

円
の
定
額
負
担
を
導
入
す
る
こ
と
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
町
村
国
保
の
都
道
府

県
移
管
、「
患
者
申
出
療
養
」
の
導

入
な
ど
、
こ
れ
で
は
皆
保
険
制
度
の

堅
持
ど
こ
ろ
か
、
自
ら
崩
壊
さ
せ
る

も
の
で
す
。
法
案
提
出
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
を
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

丁
寧
な
カ
ル
テ
記
載
が
対
策
の
要

　

講
習
会
は
、医
科
の
集
団
的
個
別

指
導
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

特
に
医
科
の
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
の
参

加
が
目
立
ち
ま
し
た
。講
師
は
協
会

講
師
団（
医
科
は
数
野
博
副
理
事
長
、

古
屋
和
博
理
事
、歯
科
は
大
堂
敏
彦
・

延
本
充
弘
両
理
事
、小
早
川
秀
雄
・
高

橋
雄
幸
両
歯
科
幹
事
、事
務
局
）が
担

当
。協
会
が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
や

資
料
を
も
と
に
解
説
し
ま
し
た
。

《
第
1
部　

指
導
の
仕
組
み
を
知
り
、

雰
囲
気
を
つ
か
む
》

　

前
半
は
医
科
・
歯
科
合
同
で
、①
指

導
の
法
的
根
拠
や
仕
組
み
の
解
説
、

②
模
擬
個
別
指
導
実
演
動
画
の
視

聴
を
行
い
ま
し
た
。仕
組
み
に
つ
い

て
は
、指
導
の
根
拠
条
文
や
趣
旨
、ま

た
、形
態
や
実
施
主
体
、対
象
な
ど
に

触
れ
ま
し
た
。

　協会は、1月21日（水）、22日（木）の両日、福山、広島にて「指
導対策講習会　日頃からやっておきたいこと～カルテ記載
のポイントを中心に～」を開催しました。講習会には、延べ約
200人が参加。解説は協会講師団が担当しました。

　

特
に
個
別
指
導
に
つ
い
て
は
、指
導

後
の
措
置
や
監
査
と
の
違
い
、ま
た
、

指
導
を
受
け
る
こ
と
は
義
務
と
考
え

る
が
、指
導
は
行
政
指
導
で
あ
る
こ
と

か
ら
、指
定
日
時
や
持
参
物
、改
善
指

示
や
自
主
返
還
に
応
じ
る
か
ど
う
か

は
被
指
導
者
の
任
意
で
あ
る
こ
と
な

ど
、行
政
手
続
法
な
ど
も
紹
介
し
、協

会
の
見
解
も
交
え
て
解
説
し
ま
し
た
。

《
第
2
部　

指
摘
事
項
か
ら
み
る
個

別
指
導
対
策
》

　

後
半
は
医
科
・
歯
科
に
分
か
れ
、

2
0
1
3
年
度
の
個
別
指
導
・
新
規
個

別
指
導
の
指
摘
事
項
と
指
摘
の
根
拠

と
な
る
告
示
・
通
知
、療
養
担
当
規
則

を
確
認
す
る
形
で
解
説
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
基
本
的
内
容
の

確
認
が
で
き
、今
後
の
診
療
に
役
立

て
た
い
」な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た（
4
面
に
参
加
者
の
個
別
感

想
を
掲
載
）。

セミナーの様子（枠内は講師の白鷺特定
社会保険労務士）
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本号の主な内容
主張「再考すべき『応招の義務』」／
【声明】2015度政府予算案は見直しを
医療保険制度改革骨子について／会員訪問
協会行事参加感想／医科点数等Ｑ＆Ａ
集団的個別指導について／ 連載企画 日清
戦争期における広島の医療の実態
原発よりも命の海を
協会行事参加感想／雇用問題等Ｑ＆Ａ7面

広
島
県
保
険
医
協
会
は
特
定
秘
密
保
護
法
に
反
対
し
ま
す

広
島
県
保
険
医
協
会
は
特
定
秘
密
保
護
法
に
反
対
し
ま
す

医科・歯科合同

指
導
対
策
講
習
会
開
く

1 

医療保険制度改革骨子（案） 

 

平 成 ２ ７ 年 １ 月 １ ３ 日 

社会保障制度改革推進本部決定 

 

医療保険制度改革については、持続可能な制度を構築し、将来にわたり国民皆

保険を堅持することができるよう、以下の骨子に基づき、各年度において必要な予

算措置を講ずるとともに、本年の通常国会に所要の法案を提出するものとする｡ 

 

１．国民健康保険の安定化 

○ 国保への財政支援の拡充等により、財政基盤を強化する。具体的には、平成

27 年度から保険者支援制度の拡充（約 1700 億円）を実施する。これに加えて、

更なる公費の投入を平成 27 年度（約 200 億円）から行い、平成 29 年度には、

高齢者医療における後期高齢者支援金の全面総報酬割の実施に伴い生じる

国費を優先的に活用し、約 1700 億円を投入する。 

公費追加の投入方法として、国の国保財政に対する責任を高める観点から

の財政調整機能の強化、自治体の責めによらない要因による医療費増・負担

への対応、医療費の適正化に向けた取組等に対する支援、財政安定化基金に

よる財政リスクの分散・軽減等を実施する。 

 

○ また、平成 30 年度から、都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財

政運営や効率的な事業運営の確保等の国保運営について中心的な役割を担

うこととし、制度の安定化を図る。 

具体的には、都道府県は県内の統一的な国保の運営方針を定め、市町村ご

との分賦金決定及び標準保険料率等の設定、保険給付に要する費用の支払

い、市町村の事務の効率化・広域化等の促進を実施する。市町村は、地域住

民と直接顔の見える関係の中、保険料の徴収、資格管理・保険給付の決定、

保健事業など、地域におけるきめ細かい事業を引き続き担う。引き続き、地方

との協議を進める。 

 

○ 財政運営に当たっては、都道府県が医療費の見込みを立て、市町村ごとの分

賦金の額を決定することとし、市町村ごとの分賦金の額は、市町村ごとの医療

費水準及び所得水準を反映する。国の普通調整交付金については、都道府県

間の所得水準を調整する役割を担うよう適切に見直す。保険給付に要した費用

は都道府県が市町村に対して確実に支払う。 

資料２－１ 
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2015年度政府予算案は見直しを

社会保障切り捨てNO!
軍拡推進NO!

2
0
1
5
年
度
の
活
動
・
予
算

な
ど
を
確
認

保
団
連
代
議
員
会

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会（
保
団

連
）は
、1
月
25
日（
日
）、2
0
1
4

～
15
年
度
の
第
2
回
代
議
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。全
国
よ
り
1
0
3
人

の
代
議
員（
広
島
は
長
谷
憲
理
事
長
、

上
田
喜
清
副
理
事
長
）が
出
席
し
、会

務
報
告
や
2
0
1
5
年
度
予
算
、代

議
員
会
決
議
な
ど
、5
つ
の
議
案
を

討
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
6
月
に
開
か
れ
た
第
1

回
代
議
員
以
降
以
降
の
各
協
会
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
や
提
案
な

ど
、1
2
9
本
も
の
発
言
通
告
が
あ

り
、活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
マ
ス
コ
ミ
対
策
は
迅

速
に
」を
テ
ー
マ
に
当
会
の
上
田
副

理
事
長
が
発
言
。あ
る
雑
誌
が
歯
科

を
取
り
上
げ
た
記
事
に
つ
い
て
、例

え
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
も
看
過

で
き
な
い
内
容
で
あ
る
と
し
て
、保

団
連
と
し
て
抗
議
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、宇
佐
美
宏
保
団
連

副
会
長
は
、「
同
感
」と
述
べ
、歯
科
医

療
現
場
の
現
状
や
低
歯
科
診
療
報
酬

の
改
善
な
ど
引
き
続
き
訴
え
て
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
医
療
・
介
護
現
場
か
ら
見

え
る
貧
困
調
査
」（
大
阪
）、「
特
養
入

所
者
の
医
療
改
善
運
動
を
」（
岡
山
）、

「
歯
科
の
初
再
診
料
を
医
科
と
同
等

に
」（
石
川
）な
ど
医
療
運
動
に
関
す

る
報
告
・
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。指
導

問
題
で
は
、日
弁
連
の
意
見
書
に
関

す
る
発
言
が
多
数
あ
り
、多
く
の
協

会
で
周
知
、活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
政
策
関
連
で
は
、「
医
療
事
故

調
査
制
度
」（
北
海
道
な
ど
）、「
医
療
・

介
護
総
合
法
の
具
体
化
に
反
対
」（
愛

知
）な
ど
が
出
さ
れ
、関
係
す
る
団
体

な
ど
と
連
携
し
た
運
動
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
他
、「
歯
科
技
工
問
題
」、「
原

発
問
題
」、「
平
和
と
民
主
主
義
」な
ど

多
岐
に
わ
た
る
テ
ー
マ
で
の
発
言
・

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、5
つ
の
議
案
は
す
べ
て
出

席
者
に
よ
り
承
認
・
採
択
さ
れ
、閉
会

し
ま
し
た
。

古
）な
ど
、沖
縄
の
民
意
に
も
背
く
内

容
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
に
対
し
、協
会

は
、「
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、憲
法
9

条
と
25
条
を
守
り
発
展
さ
せ
る
」と
い

う
、多
く
の
国
民
の
願
い
に
沿
っ
た
政

治
の
実
施
を
求
め
、今
予
算
案
閣
議
決

定
の
見
直
し
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

1
月
14
日
、安
倍
内
閣
は
、2
0
1
5

年
度
政
府
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
ま

し
た
。一
般
会
計
の
総
額
は
、2
0
1
4

年
度
当
初
と
比
べ
、0
・
5
％
増
の

96
兆
3
4
2
0
億
円
と
過
去
最
大
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
社
会
保
障
の
改
悪

な
ど
で
国
民
に
あ
ら
た
な
負
担
増
を

強
い
る
一
方
で
、
大
企
業
は
さ
ら
な

る
減
税
に
よ
っ
て
優
遇
、
防
衛
費
は

過
去
最
大
規
模
と
な
る
な
ど
、「
社

会
保
障
切
り
捨
て
、
軍
拡
推
進
」
と

い
う
、
安
倍
内
閣
の
カ
ラ
ー
が
鮮
明

に
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

4
兆
5
2
4
0
億
円
増
と
な
っ
た

歳
入
で
は
、
消
費
税
収
14
年
度
比

1
兆
7
7
3
0
億
円
（
11
・
6
％
）

増
の
17
兆
1
1
2
0
億
円
を
見
込

み
、
税
目
別
で
最
も
多
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
2
0
1
4
年
度
は
決
算
期

の
違
い
に
よ
り
5
％
の
納
付
率
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
5
年

度
は
8
％
の
満
額
に
揃
う
た
め
2
年

連
続
の
最
多
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
法
人
実
効
税
率
を

2
年
間
で
3
・
29
％
引
き
下
げ
、
黒

字
の
大
企
業
に
は
約
1
兆
6
千
億
円

も
の
減
税
を
行
う
と
い
う
の
で
す
。

　

歳
出
に
目
を
向
け
る
と
、
医

療
費
11
兆
4
8
9
1
億
円
（
前

年
度
比
2
・
6
％
増
）、
介
護
費

2
兆
7
5
9
2
億
円
（
同
2
・
6
％

増
）
と
な
っ
て
お
り
、
概
算
要
求
時

点
で
8
1
7
4
億
円
を
見
込
ん
だ
自

然
増
部
分
は
2
4
0
0
億
円
程
度
圧

縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
分
野
の
削
減
内
容
は
、

介
護
保
険
の
利
用
料
の
引
き
上
げ

と
介
護
報
酬
の
2
・
27
％
引
き
下

げ
、
生
活
保
護
費
の
生
活
扶
助
、
住

宅
扶
助
、
冬
季
加
算
を
引
き
下
げ

3
3
0
億
円
の
カ
ッ
ト
。
年
金
で
は

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を
発
動

さ
せ
年
金
額
を
減
額
の
ほ
か
、
高
齢

者
医
療
の
窓
口
負
担
増
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
弱
者
切
り
捨
て
の
内
容
が

目
立
ち
ま
す
。
被
爆
者
対
策
費
で
も

被
爆
者
数
の
減
少
を
理
由
に
01
年
度

以
降
毎
年
10
億
円
の
減
少
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
か
つ
て
な
い
44
億
円

も
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
爆

70
年
に
、
被
爆
者
が
求
め
る
認
定
制

度
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
予
算
措

置
で
あ
り
許
し
が
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
防
衛
費
は
過
去

最
大
の
4
兆
9
8
0
1
億
円
と
3
年

連
続
で
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

垂
直
離
着
陸
機
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
を

は
じ
め
と
し
た
戦
闘
機
の
購
入
や
前

年
度
比
80
倍
以
上
の
沖
縄
米
軍
新
基

地
建
設
費
（
辺
野
古
）
な
ど
、
国
民

に
押
し
付
け
た
負
担
で
米
軍
や
軍
備

増
強
を
図
り
、
沖
縄
の
民
意
に
も
背

く
こ
の
予
算
案
に
多
く
の
国
民
が
失

望
し
て
い
ま
す
。

　

度
重
な
る
公
費
削
減
・
負
担
増
の

改
革
に
よ
っ
て
、
福
祉
分
野
で
「
医

療
崩
壊
」「
介
護
難
民
」
な
ど
の
崩

壊
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
今
、
必

要
な
の
は
、「
社
会
保
障
を
切
り
捨

て
、
憲
法
9
条
を
葬
り
去
り
、
戦
争

が
で
き
る
国
づ
く
り
」
を
進
め
る
政

治
で
は
な
く
、そ
の
真
逆
で
あ
る「
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
憲
法
9
条
と

25
条
を
守
り
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
で

す
。
多
く
の
国
民
の
願
い
に
沿
っ
た

政
治
を
実
施
す
る
べ
く
、
2
0
1
5

年
度
予
算
案
閣
議
決
定
を
見
直
す
こ

と
を
強
く
求
め
ま
す
。

2
0
1
5
年
1
月
28
日

広
島
県
保
険
医
協
会

段
に
掲
載
）。

　

声
明
は
、1
月
14
日
に
安
倍
内
閣
が

閣
議
決
定
し
た「
2
0
1
5
年
度
政
府

予
算
案
」に
つ
い
て
、そ
の
内
容
が
、社

会
保
障
の
改
悪
な
ど
で
国
民
に
あ
ら

た
な
負
担
増
を
強
い
る
一
方
で
、大
企

業
に
対
し
て
は
さ
ら
な
る
減
税
に
よ

る
優
遇
、ま
た
、防
衛
費
は
過
去
最
大

規
模
と
な
る
な
ど
、「
社
会
保
障
切
り

捨
て
、軍
拡
推
進
」と
い
う
、安
倍
内
閣

の
カ
ラ
ー
が
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、歳
入
に
つ
い
て
、税
目
別
で

は
消
費
税
収
が
最
多
額
と
な
っ
て
い

る
一
方
で
、法
人
実
効
税
率
を
2
年
間

で
約
3
％
も
引
き
下
げ
、黒
字
の
大
企

業
に
は
約
1
兆
6
千
億
円
も
の
減
税

を
行
う
と
い
う
、国
民
に
は
負
担
増
、

大
企
業
に
は
負
担
軽
減
の
内
容
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、医
療
費
、介
護

費
と
も
前
年
度
比
で
い
ず
れ
も
2
・

6
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、概
算
要

求
時
点
で
8
1
7
4
億
円
を
見
込
ん

だ
自
然
増
分
は
2
4
0
0
億
円
程
度

圧
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、社
会
保
障
分
野
で
は
削

減
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。介
護

保
険
の
利
用
料
引
き
上
げ
、介
護
報
酬

の
2
・
27
％
引
き
下
げ
、生
活
保
護
費

の
生
活
扶
助
、住
宅
扶
助
、冬
季
加
算

の
引
き
下
げ
を
予
定
。高
齢
者
医
療
の

窓
口
負
担
増
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
国
民
生
活
は

一
層
苦
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、被
爆
者
対
策
費
も
か
つ
て
な

い
44
億
円
も
の
削
減
と
さ
れ
て
お
り
、

被
爆
70
年
に
被
爆
者
が
求
め
る
認
定

制
度
を
否
定
す
る
か
の
よ
う
な
予
算

措
置
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

防
衛
費
は
過
去
最
大
の
4
兆

9
8
0
1
億
円
と
3
年
連
続
の
増
加
。

オ
ス
プ
レ
イ
な
ど
戦
闘
機
の
購
入
や

前
年
度
比
80
倍
以
上
に
も
な
る
米
軍

新
基
地
建
設
費（
沖
縄
県
名
護
市
辺
野

　

協
会
は
1
月
28
日
、「
社
会
保
障
を

切
り
捨
て
軍
拡
進
め
る
、2
0
1
5
年

度
予
算
案
は
見
直
し
を
」と
し
た
声
明

を
発
表
し
、安
倍
晋
三
首
相
、麻
生
太

郎
財
務
相
、塩
崎
恭
久
厚
労
相
に
送

付
・
要
請
し
ま
し
た（
声
明
全
文
は
下

代議員会の様子

　医師法第19条1項「診療に
従事する医師は、診療治療の
求があった場合には、正当な
事由がなければ、これを拒んでは
ならない。」とある。
　医師法は、公法で医師の国（厚労
省）に対する義務を規定する法律
で、国民（患者）に対する権利・義務
を規定するものではない。このこ
とが条文に明記されていないため
誤解されることが多い。法の制定
当時は、医師が医療を独占する代
わりに、国に対する義務を訓示的
に規定したものが、いつの間にか
国民への義務のように捉えられて
いる。医師不足の時代に「医師の心
構え」を規定した法律が、医師が充
足し、医療が受託契約と言われる
時代に、そのまま残っていること
にそもそもの問題がある。
　応招の義務に例外規定があるこ
とや、罰則規定がないことを理由
にこの法を放置すべきではない。
正当な事由があれば拒めるとする
例外規定も、正当かどうかを判断
するのは行政機関であり、厚労省
によって厳しく制限されている。

医師が正当性を主張する場
合、最終的には裁判所に判断
を仰がねばならないのであ

る。診療を拒否したことを理由に、
「医師免許の取り消し」という行政
処分が行われる可能性も否定でき
ない。
　アメリカやドイツでは、1990年代
半ば以降、患者の選択権や救急時
の救助を尊重したうえで、医師と
患者の契約の原則をふまえた規定
として定められてきている。救急
を要する医療と契約関係のある場
合とを峻別しているのである。日
本では往往にして救急医療問題の
中で応招の義務が取り上げられる
が、体制整備における責任の所在
を曖昧にしかねず、また過酷な救
急医療の現場にさらなる負担を課
すものでしかない。
　望ましい信頼関係のもとで、い
つでも、どこでも安心して医療が
受けられる国民皆保険制度を守
り、維持していくためにも、医療現
場の実態の変化に即した応招の義
務規定のあり方を再考すべきでは
ないだろうか。

主　 張

再
考
す
べ
き「
応
招
の
義
務
」

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

社
会
保
障
を
切
り
捨
て
軍
拡
進
め
る
、

2
0
1
5
年
度
予
算
案
は
見
直
し
を

声　

明
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休
み
の
日
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
よ
く
見
る

の
は
医
療
関
係
の
も
の
で
す
。

韓
国
の
ド
ラ
マ
と
か
は
医
療
関

係
の
も
の
が
多
い
の
で
、
よ
く

観
ま
す
ね
。
韓
国
の
医
療
は
韓

医
学
、
中
国
は
中
医
学
、
日
本

は
漢
方
と
そ
れ
ぞ
れ
少
し
違
う

の
で
、
漢
方
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

―
そ
れ
で
は
現
在
、
漢
方
薬
に

つ
い
て
勉
強
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か

　

そ
う
で
す
。現
在
独
学
で
勉

強
中
で
す
。医
科
の
先
生
方
は

9
割
が
漢
方
薬
を
使
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、歯
科
の
方
で

負担増だらけの
「医療保険制度改革」案まとまる

　

1
月
13
日
に
開
か
れ
た
社
会
保
障

制
度
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て
、「
医

療
保
険
制
度
改
革
骨
子
」が
決
定
。今

後
、骨
子
に
基
づ
く
具
体
化
が
図
ら
れ

る
予
定
で
す
。

徹
底
的
に
効
率
化・適
正
化

骨
太
方
針
2
0
1
4
に
沿
っ
た
内
容

　

骨
子
に
示
さ
れ
た
主
な
改
革
内
容

は
別
掲
の
表
の
通
で
す
。「
自
然
増
も

含
め
て
聖
域
な
く
見
直
し
、徹
底
的
に

効
率
化
・
適
正
化
し
て
い
く
」と
い
う

「
骨
太
方
針
2
0
1
4
」に
沿
っ
た
、ま

さ
に
給
付
減
・
負
担
増
だ
ら
け
の
内
容

で
す
。

　

ま
た
、骨
子
決
定
に
先
立
つ
、1
月

11
日
、塩
崎
恭
久
厚
労
相
と
麻
生
太
郎

財
務
相
が
折
衝
を
行
い
、通
常
国
会

（
1
月
26
日
～
6
月
24
日
）に
提
出
す

る
医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
の
内
容

に
つ
い
て
合
意
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、①
医
師
な
ど
特
定
業

種
ご
と
の
国
保
組
合
の
国
庫
補
助
を

2
0
1
6
年
度
か
ら
段
階
的
に
縮
小

す
る
。②
入
院
時
食
事
療
養
費
に
つ

い
て
、一
般
所
得
者
の
自
己
負
担
を
現

在
の
1
食
2
6
0
円
か
ら
、16
年
度
に

3
6
0
円
、18
年
度
に
4
6
0
円
と
段

階
的
に
引
き
上
げ
る
。③
中
小
企
業
の

労
働
者
が
加
入
す
る「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
国
庫
補
助
に
つ
い
て
、当
面
は
現
在

の
16
・
4
％
を
維
持
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。③
は
据
え
置
か
れ
る
も

の
の
、①
は
負
担
増
、②
は
各
国
保
組

合
が
行
っ
て
い
る
独
自
給
付
を
締
め

付
け
る
内
容
で
す
。

政
府・厚
労
省

法
案
を
3
月
上
旬
に
提
出
の
構
え

　

政
府
・
厚
労
省
は
来
年
度
か
ら
の
実

施
を
目
指
し
、順
次
法
案
を
国
会
に
提

出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。今
国
会
に
お

い
て
は
、「
持
続
可
能
な
医
療
保
険
制

度
等
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案（
仮
称
）」（
以
下「
法
案
」）を
3
月
上

旬
に
提
出
す
る
構
え
。

　

先
に
紹
介
し
た
、国
保
組
合
へ
の
国

庫
補
助
の
縮
小
や
入
院
時
食
事
療
養

費
の
自
己
負
担
額
の
引
き
上
げ
と
と

も
に
、紹
介
状
な
し
で
大
病
院
を
受
診

す
る
患
者
に
、1
～
3
割
と
は
別
に

5
0
0
0
～
1
万
円
の
定
額
負
担
を

導
入
す
る
こ
と
や「
患
者
申
出
療
養
」

の
創
設
も
盛
り
込
む
模
様
で
す
。

　
「
患
者
申
出
療
養
」に
つ
い
て
は
、現

在
の
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の
中

に
創
設
し
、患
者
の
自
己
責
任
に
よ
る

混
合
診
療
を
実
施
す
る
仕
組
み
で
す
。

現
行
の「
先
進
医
療
」と
同
等
の
有
効

性
・
安
全
性
を
確
保
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、先
進
医
療
の
対
象
外
の
患
者

や
、先
進
医
療
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い

療
養
な
ど
も
対
象
と
し
よ
う
と
し
て

お
り
、問
題
で
す
。

　

2
0
1
7
年
度
か
ら
は
、75
歳
以
上

の
高
齢
者
8
6
5
万
人
の
保
険
料
を

介
護
報
酬
改
定

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
招
く

マ
イ
ナ
ス
改
定
は
許
さ
な
い

　

1
月
11
日
、塩
崎
恭
久
厚
労
相
と
麻

生
太
郎
財
務
相
と
の
間
で
、2
0
1
5

年
度
政
府
予
算
編
成
に
関
す
る
大
臣

折
衝
が
行
わ
れ
、本
年
4
月
1
日
か
ら

の
介
護
報
酬
改
定
率
を
マ
イ
ナ
ス
2
・

27
％
と
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

実
質
0
・
8
％
の
削
減
と
な
っ
た
前
回

改
定
に
続
く
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
、介
護

や
医
療
従
事
者
か
ら「
こ
れ
で
は
事
業

が
継
続
で
き
な
い
」な
ど
怒
り
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、今
月
上
旬
に
は
諮
問
・
答
申

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

現
在
で
も
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
多
く
の
事
業
所
・
施
設
を
さ
ら

に
追
い
詰
め
ま
す
。ま
た
、介
護
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件
の

低
下
を
招
く
な
ど
、制
度
そ
の
も
の
が

成
り
立
た
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

厚
労
省
は
、介
護
労
働
者
の
給
与

ア
ッ
プ
の
た
め
、介
護
職
員
処
遇
改

善
加
算
の
拡
充
を
図
る
と
し
て
い
ま

す
が
、報
酬
全
体
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

れ
ば
、処
遇
改
善
に
逆
行
す
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
3
5
0
0
以
上
の
老
人
保

健
施
設
が
加
入
す
る
全
国
老
人
保
健

施
設
協
会
が
、介
護
報
酬
の
増
額
を

求
め
る
署
名
を
1
4
0
万
筆
も
集
め

る
な
ど「
介
護
報
酬
引
き
下
げ
反
対
」

の
声
が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

政
府
予
算
案
の
閣
議
決
定
を
見
直
さ

せ
る
な
ど
、「
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
実

施
す
る
な
」と
の
声
を
大
き
く
し
ま

し
ょ
う
。

大
幅
に
引
き
上
げ
る
計
画
で
す
。中
で

も
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
の「
特

例
軽
減
」を
廃
止
し
、2
～
10
倍
の
負

担
増
を
強
い
る
内
容
で
す
。

　

2
0
1
8
年
度
か
ら
は
国
保
の
運

営
責
任
を
現
行
の
市
町
村
か
ら
都
道

府
県
に
移
行
。各
市
町
村
に
分
担
金
や

収
納
目
標
を
設
定
さ
せ
、保
険
料
引
き

上
げ
や
徴
収
強
化
、医
療
費
抑
制
を
図

る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、医
療
費
適
正
化
計
画
を
見
直

し
、都
道
府
県
単
位
で
医
療
費
水
準
の

目
標
や
医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
目

標
を
設
定
す
る
こ
と
を
法
定
化
す
る

こ
と
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

で
は
都
道
府
県
も
市
町
村
の
施
策
は

県
民
、市
民
、町
民
の
い
の
ち
や
健
康

を
守
る
方
向
に
働
か
ず
、い
の
ち
や
健

康
を
削
る
施
策
し
か
打
ち
出
せ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
自
己
責
任
」を
押
し

付
け
、社
会
保
障
の
理
念
を
投
げ
捨
て

た
改
革
は
い
り
ま
せ
ん
。国
が
責
任
を

果
た
し
、保
険
証
1
枚
で
安
心
・
安
全

な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
医
療
保
険
制

度
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

―
先
生
が
こ
ち
ら
で
開
業
さ
れ
て
ど

の
位
に
な
る
の
で
す
か

　

1
9
9
3
（
平
成
5
）
年
に
開
業

し
た
の
で
、
今
年
で
22
年
目
に
な
り

ま
す
。

―
歯
科
医
師
を
志
さ
れ
た
き
っ
か
け

は
　

正
直
な
と
こ
ろ
歯
科
医
師
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
あ
ま
り

な
い
で
す
。
大
学
も
い
ろ
い
ろ
受
け

た
の
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
落
ち
て
し

ま
い
、
一
年
間
浪
人
後
、
受
か
っ
た

の
が
薬
学
部
で
し
た
。
大
学
卒
業
後

は
一
旦
会
社
へ
就
職
し
ま
し
た
が
、

薬
学
部
を
中
退
後
、
九
州
の
医
学
部

に
も
行
っ
た
友
人
が
広
島
に
尋
ね
て

来
て
、い
ろ
い
ろ
話
を
聞
く
う
ち
に
、

20
代
な
ら
方
針
転
換
し
て
も
い
い
か

な
と
思
っ
て
、
歯
学
部
の
方
に
方
針

転
換
を
し
た
ん
で
す
。
な
ぜ
、
歯
学

部
か
と
い
う
と
、医
科
の
友
人
が「
歯

科
の
方
が
楽
だ
」
と
言
っ
て
い
た
の

で
歯
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
（
笑
）。

―
広
島
デ
ン
タ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
専
門

学
校
の
講
師
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

い
つ
頃
か
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か

　

8
年
前
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
は
週

に
一
回
、
午
前
中
だ
け
で
す
が
、
薬

理
学
や
歯
科
薬
理
学
な
ど
を
教
え
て

い
ま
す
。
講
師
は
あ
ま
り
体
を
動
か

さ
な
く
て
も
い
い
の
で
、
歳
を
取
っ

て
も
で
き
る
か
な
と
（
笑
）。

―
講
師
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

　

小
児
歯
科
の
先
生
で
専
門
学
校
の

設
立
を
考
え
て
い
た
先
生
と
、
歯

科
医
師
会
か
ら
ラ
ジ
オ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
出
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、

そ
の
先
生
と
一
緒
に
出
演
し
た
こ
と

を
通
し
て
、
専
門
学
校
の
オ
ー
プ
ン

の
時
に
是
非
講
師
を
し
て
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
、
引
き
受
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

―
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
生
の
ご

趣
味
は

　

趣
味
は
特
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
で
す
。私
は
、西

洋
薬
が
難
し
け
れ
ば
、漢
方
薬
を
使

う
と
い
う
の
も
選
択
肢
の
一
つ
に
し

て
も
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、講
習
会
な
ど
で
話
を
聞
い

た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に

実
践
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ

と
は
大
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。場

数
を
踏
み
、実
践
し
て
い
く
こ
と
が
、

患
者
さ
ん
に
対
し
て
よ
り
良
い
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
と
思
う
の
で
、こ
れ
か
ら
も
漢

方
薬
に
つ
い
て
積
極
的
に
学
び
、実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
先
生
の
医
療
に
対
す
る

理
念
と
は

　

診
察
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
、
講
習

会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
常
に

情
報
を
収
集
し
、
自
分
の
質
を
高
め

る
こ
と
、
患
者
さ
ん
が
話
し
や
す
い

環
境
を
作
る
こ
と
、
後
は
自
分
の
健

康
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
す
。

　

診
察
に
つ
い
て
は
、虫
歯
で
痛
い
と

言
っ
て
患
者
さ
ん
が
来
ら
れ
た
と
き

で
も
、そ
れ
は
咬
合
の
異
常
が
原
因
で

起
こ
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、よ
く
話
を
聞
き
、丁
寧
な
診
察
を

心
が
け
る
こ
と
で
、本
当
の
原
因
を
見

つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
気
を

付
け
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、
運
動
も
し
て
い
な
い
し
、
睡
眠

も
少
な
め
な
の
で
、
そ
の
辺
り
は
で

き
る
だ
け
正
常
に
戻
し
た
い
と
は

思
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
そ
れ
と
実

は
、
私
10
年
ぐ
ら
い
前
に
川
に
落
ち

て
、
背
骨
を
折
っ
て
入
院
し
て
い
る

ん
で
す
。
あ
と
、
コ
ロ
の
付
い
た
椅

子
の
上
に
立
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た

ら
、
落
下
し
て
大
腿
骨
に
骨
折
線
が

入
り
、
松
葉
杖
生
活
を
し
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
経
験
を
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
倒
れ
て

し
ま
う
と
、
診
療
が
で
き
な
く
な
る

の
で
、
や
は
り
健
康
は
大
事
だ
と
感

じ
ま
す
ね
。

　

小
児
歯
科
な
の
で
、
子
ど
も
に
嫌

わ
れ
ず
、
喜
ん
で
来
て
も
ら
い
、
一

緒
に
口
腔
管
理
に
専
念
し
て
い
き
た

い
で
す
。

出張の際に先生が買われているぬいぐるみ

会員訪問37会員訪問37会員訪問37会員訪問37
宮迫　隆典　先生宮迫　隆典　先生宮迫　隆典　先生宮迫　隆典　先生
ベアーズ小児歯科
（広島市西区）
ベアーズ小児歯科
（広島市西区）

表　医療保険制度改革骨子の主な内容

2016
年度～

入院時食事代の自己負担を200円引き上げ
（1食260円から460円に）

紹介状なしで大病院に受診する患者に、1～3割
負担と別に5000円～1万円の定額負担

患者責任で安全性が未確立な医療も対象に「患者
申出療養」を創設

2017
年度～

75歳以上の保険料を大幅引き上げ

2018
年度～

国保の運営責任を都道府県に移行し、医療費抑制
と保険料引き上げ

都道府県単位で医療費の支出目標を設定

全国保険医新聞2015年1月25日（第2633号）より

社会保障の理念投げ捨てた
改革はいらない
社会保障の理念投げ捨てた
改革はいらない
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1
月
22
日
に
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
で
行
わ
れ
た
指
導
対
策
講
習
会
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
1
部
は
医
科
歯
科
合
同

で
、指
導
の
法
的
根
拠
や
形
式
な
ど

の
基
本
的
事
項
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
あ
と
、模
擬
個
別
指
導
の
実
演
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

常
日
頃
保
険
医
協
会
か
ら
お
送
り

い
た
だ
く
資
料
で
、個
別
指
導
に
つ

い
て
も
あ
る
程
度
の
知
識
は
持
っ
て

い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、ま
さ
に
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
で
、臨
場
感
あ

ふ
れ
る
模
擬
指
導
に
参
加
者
一
同
大

き
な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。個
別
指

導
後
に
自
殺
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で
、実
際
に
は
も
っ
と
厳

し
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
が
、録
音

や
弁
護
士
の
帯
同
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、日
時
の
変
更
や
自
主
返
還
を
交

渉
す
る
法
的
な
根
拠
な
ど
を
詳
し
く

教
え
て
い
た
だ
き
、心
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

第
2
部
は
医
科
と
歯
科
に
分
か
れ

て
、個
別
指
導
及
び
新
規
個
別
指
導

の
指
摘
事
項
及
び
指
摘
の
根
拠
と
な

る
通
知
等
に
つ
き
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
共
で
は
電
子
カ
ル
テ
を
ク
ラ
ー

ク
入
力
し
て
お
り
ま
す
が
、今
回
は

専
門
的
な
教
育
を
受
け
て
い
な
い
ク

ラ
ー
ク
を
二
人
同
行
さ
せ
て
お
り
ま

し
た
。マ
イ
ナ
ー
科
で
も
あ
り
、受
講

前
は
内
容
が
彼
女
た
ち
に
は
難
し
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お

り
ま
し
た
が
、カ
ル
テ
の
記
載
必
要
事

項
を
、ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
て
具
体
的

に
教
え
て
い
た
だ
き
、大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
し
、カ
ル
テ
記
載
を
改
善
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
て

く
れ
た
よ
う
で
す
。大
変
有
意
義
で
、

遠
方
か
ら
出
向
い
た
甲
斐
が
あ
り
ま

し
た
。広
島
県
の
医
師
会
で
も
集
団
的

個
別
指
導
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催

し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、保
険
医
協
会
の

も
の
は
開
催
場
所
や
日
時
も
参
加
し

や
す
く
設
定
さ
れ
、内
容
も
大
変
実
用

的
で
、ま
さ
に
保
険
医
の
側
に
立
っ
た

明
日
か
ら
の
診
療
に
役
立
つ
内
容
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ご
尽
力

頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
東
広
島
市
・
む

ぎ
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
院
長
）

「
歯
科
臨
床
研
究
会
」に
参
加
し
て

（
感
想
）
小
田 

恵
子

　

広
島
大
学
歯
科
麻
酔
学
の
土
井
充

先
生
を
迎
え
て
の
講
義
は
、「
痛
み
と

は
実
質
的
、ま
た
は
潜
在
的
な
組
織

損
傷
に
関
連
し
た
不
快
な
感
覚
、情

動
体
験
で
あ
る
」と
い
う
痛
み
の
定

義
か
ら
始
ま
っ
た
。そ
れ
は
、つ
ま
り

器
質
的
な
問
題
が
無
く
て
も
痛
み
は

生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。そ
の

こ
と
を
踏
ま
え
て
、痛
み
の
種
類
、問

診
か
ら
導
く
痛
み
の
鑑
別
診
断
、神

経
障
害
性
疼
痛
、筋
筋
膜
性
歯
痛
、精

神
疾
患
と
歯
痛
、さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

に
対
す
る
治
療
法
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。神
経
障
害
の
症
状
特
異

性
は
チ
ク
チ
ク
じ
ん
じ
ん
と
い
う
不

快
感
、麻
酔
が
取
れ
な
い
よ
う
な
状

態
、び
り
っ
と
し
た
よ
う
な
状
態
、じ

わ
じ
わ
と
重
た
い
よ
う
な
状
態
、触

診
に
て
知
覚
が
弱
い
状
態
と
患
者
さ

ん
の
訴
え
と
比
較
し
や
す
か
っ
た
。

　

患
者
さ
ん
の
訴
え
に
対
し
て
日
々

の
診
療
に
お
い
て
は
、既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
や
す
い
。左
側
の
痛
み
を

右
側
で
感
じ
る
こ
と
は
な
い
と
決
め

つ
け
て
し
ま
い
が
ち
だ
。し
か
し
、実

際
は
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
そ
う
だ
。

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、患
者
さ

ん
の
訴
え
に
、真
摯
に
耳
を
傾
け
、患

者
さ
ん
本
人
が
ど
の
よ
う
に
痛
み
、

不
快
感
を
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
。「
よ
く
あ
る
質
問
」へ
の
回

答
を
混
じ
え
、一
度
患
者
と
の
信
頼

関
係
が
失
わ
れ
る
と
、症
状
の
悪
化

を
招
く
危
険
性
が
あ
る
な
ど
、日
々

の
臨
床
経
験
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
戴
し
た
。受
傷
後
痺
れ
が
出
た
時

は
、早
期
治
療
が
予
後
を
左
右
す
る

の
で
、早
め
に
紹
介
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
お
話
に
は
、2
、3
カ
月
は

様
子
を
見
て
か
ら
紹
介
す
る
も
の
と

思
っ
て
い
た
の
で
驚
い
た
。受
傷
早

期
1
、2
カ
月
の
う
ち
に
末
梢
・
中
枢

の
神
経
変
性
が
完
成
し
て
し
ま
い
、

慢
性
化
す
る
と
病
態
が
よ
り
複
雑
化

す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。ま
た
、三

叉
神
経
痛
に
対
し
と
り
あ
え
ず
で
テ

グ
レ
ト
ー
ル（
カ
ル
バ
マ
ゼ
ピ
ン
）を

使
用
す
る
の
は
リ
ス
ク
が
高
く（
副

作
用
の
出
る
確
率
が
高
い
）、抜
歯
後

疼
痛
に
適
応
の
あ
る
ト
ラ
ム
セ
ッ
ト

配
合
錠（
ト
ラ
マ
ド
ー
ル
＋
ア
セ
ト

ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
）の
方
が
使
用
し
や

す
い
と
い
う
こ
と
も
大
変
為
に
な
っ

た
。

　

講
演
は
終
始
わ
か
り
や
す
く
、

日
々
の
治
療
へ
の
心
構
え
を
一
新
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。今
後
の
診
療
に

お
お
い
に
役
立
て
た
い
。（
安
芸
郡
府

中
町
・
あ
お
ぞ
ら
歯
科
医
院
院
長
）

研究会の様子（枠内は講師の土井先生）

指
導
対
策
講
習
会
に
参
加
し
て

（
感
想
）
藤
原 

裕
美

歯科行事

在宅療養支援歯科診療所の施設基準に関わる研修会
－高齢者歯科医療と摂食・嚥下障害について考える－

講　師　小正　裕　先生

　　　　大阪歯科大学高齢者歯科学講座教授

と　き　2015年2月14日（土）17：00～20：00

ところ　広島ＹＭＣＡ2号館地下1Ｆ「コンベンションホール」

対　象　会員および会員医療機関スタッフ（参加費無料）

※「歯援診の施設基準に関わる研修」に該当。修了証を発行。

　日歯生涯研修事業対象の研修会。

医科行事

医科研究会
交通事故診療：医療機関における対応（柔整との対応も交えて）

講　師　山下　仁司　先生

日本臨床整形外科学会理事（自賠労災委員会担当）

医）慶仁会 やました整形外科院長

と　き　2015年3月7日（土）17：00～19：00

ところ　広島グランドインテリジェントホテル2Ｆ「芙蓉」

参加費　無料

（医学管理）
Q1 当院では、運動療法と食事療法によって生活習慣病を改善しようと、
薬に頼らず生活習慣病の管理を行っている。投薬しないため、これまで
は院外処方せんを交付しない場合の高い点数を算定していた。2014年4
月改定でこの点は変更になったのか。
A1 2014年4月の診療報酬改定で、同一月内に投薬が行われない場合には
「処方せんを交付する場合」の点数を算定することとされました。
Q2 診療情報提供料Ⅰの認知症患者紹介加算（100点）の算定は、認知症の
診断が確定した患者に対し、専門医療機関に情報提供した場合では算定
できないのか。
A2 通知は「保険医療機関が、認知症の疑いのある患者について専門医療
機関での鑑別診断等の必要を認め、当該患者又はその家族の同意を得
て、当該専門医療機関に対して、診療状況を示す文書を添えて、患者の紹

介を行った場合は、所定点数に100点を加算する」となっています。した
がいまして、質問のケースでは加算の算定はできないと考えます。

（在宅医療）
Q3 訪問点滴の指示期間は、以下の例の場合、どこから7日間と考えるの
か。
　例：10月6日に医師が訪問診療あるいは往診を行い、訪問点滴の指示を
行った。実際に看護師が訪問点滴を行うのは10月8日からである。この
時、指示期間は①10月6日から12日までの7日間か、それとも②10月8日
から14日までの7日間なのか。
A3 以下の2004年のＱ＆Ａより、医師が指示を行った日が指示期間の初日
になるため、医師が訪問診療あるいは往診を行い、訪問点滴を指示した
日を含め7日間となります。したがって、ご質問のような場合は①の10月
6日から12日までの7日間が指示期間となります。
Ｑ．医師の診察に基づく指示期間は7日以内に限るとされているが、指示期
間は指示日の翌日以降とすることができるか。

Ａ．できない。指示をした日が指示期間の初日となる。そのため、点滴注射
指示期間の最初の日は指示日となることに注意する。

医科点数等 Q＆A

　協会は、12月6日（土）広島、7日（日）福山にて、歯科臨床研究会
を開催し、広島42人、福山11人が参加しました。講師に土井充
先生（広島大学歯科麻酔学助教・広島大学病院歯科麻酔科外来医
長）をお迎えし、口腔顔面痛疾患について症例を交えて解説いた
だきました。

歯科臨床研究会開く
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集団的個別指導について
その仕組みと問題点

〈解説〉

の
デ
ー
タ
を
基
に
厚
労

省
が
集
計
し
た
「
医

療
機
関
別
平
均
値
一

覧
」
か
ら
作
成
さ
れ
ま

す
（
院
外
処
方
の
場
合

の
補
正
含
む
）。
ま
た
、

平
均
点
数
の
算
出
に
使

用
す
る
レ
セ
プ
ト
の
種

類
は
、
原
則
と
し
て
一

般
分
と
し
、
医
科
の
病

院
で
は
本
人
お
よ
び
家

族
の
入
院
分
、
診
療
所

で
は
本
人
お
よ
び
家
族

の
入
院
外
分
（
小
児
科

は
家
族
の
入
院
外
分
）、

歯
科
は
本
人
お
よ
び
家

　

健
康
保
険
法
第
73
条
に
規
定
さ
れ

て
い
る
「
厚
生
労
働
大
臣
の
指
導
」

の
形
態
は
、
集
団
指
導
、
集
団
的
個

別
指
導
、
個
別
指
導
の
3
つ
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
1
つ
、
集
団
的
個
別

指
導
（
以
下
「
集
個
」）
に
つ
い
て

の
質
問
が
会
員
の
先
生
よ
り
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
協
会
の
見

解
も
交
え
な
が
ら
、
解
説
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、概
要
は
別
掲
の
通
り
で
す
。

【
実
施
主
体
】

　

広
島
県
で
は
、
中
国
四
国
厚
生
局

と
広
島
県
が
共
同
で
実
施
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

前
年
の
レ
セ
プ
ト
1
件
あ
た
り
の

都
道
府
県
平
均
点
数
の
1
・
2
倍（
病

院
は
1
・
1
倍
）
を
超
え
、
か
つ
各

類
型
区
分
（
内
科
な
ど
）
の
概
ね
上

位
8
％
の
保
険
医
療
機
関
が
対
象
で

す
。
い
わ
ゆ
る
「
高
点
数
保
険
医
療

機
関
」
で
す
が
、
レ
セ
プ
ト
1
件
あ

た
り
の
点
数
だ
け
が
選
定
基
準
と
さ

れ
、
請
求
件
数
の
多
寡
や
医
師
・
歯

科
医
師
数
な
ど
は
原
則
考
慮
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
レ
セ
プ
ト
の
取
扱
い
件
数

が
10
件
未
満
の
保
険
医
療
機
関
、
前

年
度
お
よ
び
前
々
年
度
の
個
別
指
導

ま
た
は
集
個
を
受
け
た
保
険
医
療
機

関
は
対
象
外
で
す
。

　

集
個
の
選
定
に
使
用
す
る
デ
ー
タ

（
レ
セ
プ
ト
1
件
あ
た
り
の
平
均
点

数
の
算
出
基
礎
と
な
る
デ
ー
タ
）は
、

支
払
基
金
お
よ
び
国
保
連
合
会
か
ら

族
の
入
院
外
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
都
道
府
県
の
実
情
に
応
じ

て
、
後
期
高
齢
者
分
の
レ
セ
プ
ト
を

使
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
類
型
区
分
に
あ
っ
て
は
こ

れ
に
よ
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
形
式
】

　

対
象
と
な
る
保
険
医
療
機
関
に
講

習
、
講
演
を
行
う
集
団
部
分
と
個
々

の
保
険
医
療
機
関
ご
と
に
レ
セ
プ
ト

を
み
な
が
ら
懇
談
す
る
個
別
面
談
部

分
か
ら
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
広
島

県
を
は
じ
め
多
く
の
都
道
府
県
で
個

別
面
談
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

集
団
部
分
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の

対
象
選
定
は
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、

病
院
18
、
医
科
診
療
所
1
7
3
、
歯

科
診
療
所
1
2
5
と
な
っ
て
い
ま
す

（
歯
科
は
昨
年
10
月
実
施
。
医
科
も

今
月
中
に
実
施
）。

【
指
導
実
施
通
知
】

　

指
導
日
の
約
3
週
間
前
に
文
書
に

よ
り
通
知
さ
れ
ま
す
。

【
指
導
後
の
措
置
】

　

翌
年
度
に
お
い
て
も
高
点
数
保
険

医
療
機
関
に
該
当
し
た
場
合
、
翌
々

年
度
に
個
別
指
導
の
選
定
対
象
と
な

る
仕
組
み
で
す
。
な
お
、
指
導
後
の

「
自
主
返
還
」
な
ど
経
済
的
な
措
置
、

行
政
上
の
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
題
点
】

　

高
点
数
の
目
途
と
さ
れ
る
レ
セ
プ

ト
1
件
あ
た
り
の
平
均
点
数
は
、
院

内
・
院
外
処
方
の
違
い
や
診
療
の
専

門
性
、
地
域
性
や
外
来
患
者
数
、
入

院
患
者
数
な
ど
様
々
な
状
況
に
よ
っ

て
変
化
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
点
数

が
高
い
」
と
い
う
点
の
み
で
、
指
導

の
対
象
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
は

合
理
的
な
根
拠
は
な
く
、「
保
険
診

療
の
取
扱
い
、
診
療
報
酬
請
求
な
ど

の
周
知
徹
底
を
主
眼
と
し
、
懇
切
丁

寧
に
行
う
」
と
い
う
、
指
導
の
本
来

の
趣
旨
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　

厚
労
省
は
、
指
導
の
場
に
お
い
て

は
、「
高
点
数
＝
悪
で
は
な
い
」「
高

点
数
は
客
観
的
基
準
」
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
狙
い

が
医
療
費
抑
制
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
す
。

【
改
善
に
向
け
た
協
会
の
取
り
組
み
】

　

点
数
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、
ま
す

ま
す
複
雑
化
す
る
保
険
診
療
の
ル
ー

ル
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
は
、
全
て

の
保
険
医
療
機
関
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
協
会
は
高

点
数
を
基
準
と
す
る
選
定
を
や
め

（
集
個
の
形
態
は
廃
止
）、
本
来
の
指

導
の
趣
旨
に
沿
っ
た
形
で
行
政
指
導

を
行
う
こ
と
を
繰
り
返
し
求
め
て
き

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
先
生
方
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
改
善
の
取

り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

⑤

日
清
戦
争
期
に
お
け
る

　
　

広
島
の
医
療
の
実
態 

⑤

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

広
島
国
際
大
学　

千
田 

武
志

五　

広
島
に
お
け
る
コ
レ
ラ
の

流
行
と
対
策

　

あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
が
、日
清
戦
争
の
兵
站
基
地
と
な
っ

た
広
島
に
お
い
て
は
、
多
く
の
民
間

人
が
伝
染
病
、
な
か
で
も
コ
レ
ラ
の

犠
牲
に
な
っ
た
。明
治
28（
1
8
9
4
）

年
2
月
か
ら
戦
後
の
11
月
に
い
た
る

ま
で
、
広
島
県
内
で
3
9
1
0
名
の

コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
2
9
5
7
名

が
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大

阪
に
つ
ぐ
数
字
で
あ
る
が
、
人
口
あ

た
り
に
す
る
と
も
っ
と
も
多
い
。
ま

た
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
広
島
陸

軍
予
備
病
院
と
似
島
避
病
院
に
も
沢

山
の
軍
人
が
コ
レ
ラ
に
罹
っ
て
入
院
、

死
亡
し
て
お
り
、
実
際
に
は
広
島
は

日
清
戦
争
に
お
い
て
国
内
で
一
番
コ

レ
ラ
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

広
島
が
コ
レ
ラ
に
悩
ま
さ
れ
た
原

因
は
、
戦
場
と
な
っ
た
台
湾
を
ふ
く

む
清
国
や
朝
鮮
が
コ
レ
ラ
の
流
行
地

域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
検
疫
所
の
開

設
や
消
毒
な
ど
の
対
策
が
遅
れ
、
輸

送
船
で
保
菌
者
が
国
内
の
最
大
の
兵

站
基
地
で
あ
る
宇
品
に
入
港
し
た

こ
と
に
よ
る
。
と
く
に
軍
人
の
場
合

は
充
分
と
い
え
な
い
ま
で
も
衛
生
管

理
が
な
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
船

乗
り
な
ど
の
軍
属
は
放
置
に
近
い
状

態
の
た
め
、
罹
患
し
た
の
を
自
覚
せ

ず
自
宅
に
帰
り
、
そ
の
家
族
、
地
域

に
コ
レ
ラ
が
流
行
、
民
間
人
の
犠
牲

者
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
と
く
に
患
者
は
、「
其
源
宇

品
町
に
あ
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

宇
品
を
ふ
く
む
広
島
市
の
1
3
0
8

名
を
は
じ
め
、
安
芸
郡
、
佐
伯
郡
、

賀
茂
郡
、豊
田
郡
、深
津
郡
、沼
隈
郡
、

御
調
郡
な
ど
、
沿
岸
部
に
多
い
。

　

次
に
広
島
市
の
コ
レ
ラ
の
発
生
時

期
を
み
る
と
、
凱
旋
部
隊
が
宇
品
に

本
格
的
に
入
港
し
だ
し
た
明
治
28
年

4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
増
加
し
た
。

そ
の
後
、
患
者
は
7
月
初
旬
か
ら
中

旬
に
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

7
月
下
旬
か
ら
急
増
に
転
じ
、
9
月

以
降
ふ
た
た
び
減
少
し
て
い
る
。
こ

の
う
ち
7
月
下
旬
の
急
増
は
、
7
月

24
日
の
暴
風
雨
に
よ
り
、
広
島
陸
軍

予
備
病
院
第
三
分
院
伝
染
病
室
の
数

棟
が
倒
壊
し
、
コ
レ
ラ
の
恐
ろ
し
さ

を
知
ら
な
い
近
隣
の
住
民
が
駆
付
け

患
者
を
近
く
の
民
家
、
寺
院
、
学
校

な
ど
に
収
容
し
た
り
、
病
室
か
ら
寝

具
や
医
療
器
具
を
持
ち
出
す
な
ど
救

援
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ
る
。

な
お
こ
の
た
め
、
広
島
市
で
も
っ
と

も
多
い
日
に
43
名
の
コ
レ
ラ
患
者
が

発
生
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
コ
レ
ラ
を
中
心
と
す
る

伝
染
病
の
流
行
に
対
し
て
、
軍
、
政

府
、
自
冶
体
は
手
を
こ
ま
ね
い
て
い

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
コ
レ
ラ
が

発
生
し
た
明
治
28
年
3
月
下
旬
、
広

島
市
は
宇
品
町
、
安
芸
郡
仁
保
村
は

宇
品
島
の
消
毒
的
清
潔
法
を
実
施
し

た
。
ま
た
陸
軍
は
、
広
島
市
と
宇
品

が
軍
隊
の
宿
舎
、
兵
員
や
物
資
の
輸

送
基
地
と
し
て
重
要
な
地
域
で
あ
り
、

衛
生
状
況
の
善
し
悪
し
は
軍
隊
に
直

接
に
関
係
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
り
、

特
別
に
臨
時
軍
事
費
4
万
8
6
9
4

円
を
も
っ
て
4
月
24
日
か
ら
30
日
に

か
け
て
両
地
域
の
2
万
6
0
6
4
戸

を
対
象
に
徹
底
的
な
消
毒
を
行
っ
た

（
6
月
15
日
か
ら
6
月
22
日
に
も
実

施
）。
さ
ら
に
7
月
24
日
の
暴
風
雨
後

の
流
行
に
対
処
す
る
た
め
、
7
月
30

日
か
ら
8
月
4
日
と
8
月
14
日
か
ら

8
月
27
日
に
か
け
て
、
や
は
り
臨
時

軍
事
費
に
よ
っ
て
大
掛
り
な
消
毒
を

実
施
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
宇
品
町

で
交
通
遮
断
、
沿
岸
地
域
を
対
象
と

2月16日（月）までに届出を！
　さて、各保険医療機関においては、毎年4月1日以降の診療に
係る酸素の費用について、当該年の2月15日まで（※本年は15
日が日曜日のため、16日（月）が締切）に中国四国厚生局（厚
生局）に届け出なければならず、届け出なかった場合は、4月1
日以降酸素費用の請求ができない扱いです。
　2009年までは『酸素の購入価格に関する届出書』が、厚生局
より各保険医療機関宛てに郵送されていましたが、2010年より
厚生局のホームページへの掲載のみの扱いに変更され、その旨
の連絡は支払基金等を通じて行われています。
　『届出書』は、厚生局ホームページの下記の場所からダウン
ロードできます。
　中国四国厚生局トップページ（http://kouseikyoku.mhlw.
go.jp/chugokushikoku/）
　協会では、保険診療・保険請求に係わる書類については、上
記のような手法でなく、厚生局が各保険医療機関に直接郵送す
る手法を取るよう求めています。

『酸素の購入価格に関する届出書』について

し
た
船
舶
検
査
、
汽
車
検
疫
な
ど
を

頻
繁
に
実
施
し
て
い
る
。

　

不
幸
に
し
て
伝
染
病
に
な
っ
た
市

民
は
、
主
に
広
島
市
が
経
営
す
る
江

波
（
明
治
22
年
建
設
）
と
比
治
山
の

避
病
院
に
収
容
さ
れ
た
が
、
こ
れ
だ

け
で
は
不
足
し
宇
品
町
の
御
幸
通
に

臨
時
隔
離
病
舎
を
仮
設
し
対
処
し
た
。

こ
の
う
ち
比
治
山
避
病
院
は
、
明
治

27
年
6
月
5
日
に
陸
軍
よ
り
譲
り
受

け
た
一
棟
と
同
年
に
急
造
さ
れ
た
バ

ラ
ッ
ク
二
棟
か
ら
な
り
、
定
員
は
48

名
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
人
員
は
、

医
師
2
名
、
薬
剤
師
1
名
、
事
務
員

2
名
、
看
護
婦
4
名
、
消
毒
夫
4
名
、

人
夫
9
名
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
医
師
2
名
は
い
ず
れ
も
嘱
託
で

午
前
、
午
後
と
隔
夜
に
交
代
で
1
名

出
勤
す
る
だ
け
と
い
う
実
状
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
設
備
・
陣
容
と
も
不

充
分
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
比
治
山
避
病
院
を
訪
問
し
軽

患
者
室
に
足
を
踏
み
入
れ
た
新
聞
記

者
は
、「
患
者
の
顔
及
手
足
は
紫
黒
色

を
帯
び
少
し
も
蠢
動
（
し
ゅ
ん
ど
う
）

の
体
な
き
を
以
て
、
吾
人
は
如
何
な

る
患
者
な
ら
ん
か
と
思
ひ
、
歩
を
進

め
近
き
見
れ
ば
、
何
ん
ぞ
図
ら
ん
彼

れ
は
既
に
此
世
を
去
り
・
・
・
彼
れ

の
形
骸
は
既
に
強
直
の
体
を
現
は
し

居
れ
り
」
と
い
う
光
景
に
直
面
し
戦

慄
を
覚
え
た
と
い
う
（『
芸
備
日
日
新

聞
』
明
治
28
年
6
月
10
日
）。
こ
こ

に
は
病
床
日
誌
さ
え
な
く
、
治
療
は

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
ず
収
容
さ
れ
た
患

者
は
死
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
事
実
、
明
治
28
年
3
月
21

日
よ
り
6
月
6
日
ま
で
収
容
さ
れ
た

コ
レ
ラ
患
者
1
9
0
名
の
な
か
の
治

療
中
の
22
名
を
除
い
た
1
6
8
名
の

う
ち
全
治
し
た
も
の
は
51
名
（
30
％
）

に
す
ぎ
ず
、
1
1
7
名
（
70
％
）
が

死
亡
し
て
い
る
。
す
で
に
み
た
広
島

陸
軍
予
備
病
院
の
17
％
を
は
る
か
に

こ
え
、
戦
地
入
院
患
者
61
％
を
も
こ

え
る
死
亡
率
で
あ
っ
た
。�

（
つ
づ
く
）

（実施主体）
地方厚生（支）局＋都道府県
（対象）
いわゆる高点数保険医療機関
（形式）
講習会形式の集団部分および個別面談部分
（指導実施通知）
指導日の約3週間前に文書で通知
（指導後の措置）
翌年度も高点数保険医療機関に該当した場合、
翌々年度に個別指導の選定対象となる

集団的個別指導の概要
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命の海を

原発よりも

57

（
70
）同
じ
情
報
開
示
で
も
ち
ょ
っ
と

違
い
ま
す
！
レ
セ
プ
ト
と
カ
ル
テ

　

レ
セ
プ
ト
開
示
に
関
し
て
は

2
0
0
5
年
3
月
31
日
に
厚
生
労
働

省
が
、患
者
さ
ん
側
か
ら
請
求
が
あ
れ

ば
一
定
の
条
件
の
も
と
で
開
示
す
る

よ
う
に
、各
保
険
者
に
対
し
て
通
知
を

出
し
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、医
療
機

関
側
に
レ
セ
プ
ト
開
示
要
求
が
さ
れ

た
場
合
は
、患
者
さ
ん
側
に
保
険
者
へ

要
求
す
る
よ
う
に
伝
え
て
下
さ
い
。レ

セ
プ
ト
は
請
求
書
で
あ
り
、い
っ
た
ん

提
出
し
た
レ
セ
プ
ト
の
所
有
権
は
保

険
者
に
あ
る
か
ら
で
す
。た
だ
し
、現

在
で
は
電
子
請
求
を
行
う
医
療
機
関

に
は
、診
療
の
都
度
、レ
セ
プ
ト
同
様

に
詳
細
な
明
細
書
の
発
行
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、紙
レ
セ
プ

ト
で
請
求
し
て
い
る
場
合
も
、患
者
の

求
め
が
あ
れ
ば
発
行
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん（
こ
の
場
合
、有
償
も
可
）。

し
か
し
、再
発
行
の
求
め
に
応
じ
る
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、カ
ル
テ
開
示
も
、日
本
医
師

会
の
策
定
し
た「
診
療
情
報
の
提
供
等

に
関
す
る
指
針
」の
中
で
、原
則
開
示

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、医
師
に
は
患
者
さ
ん
側
か
ら
開
示

要
求
を
さ
れ
た
場
合
に
、動
揺
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。ま
た
、カ
ル

テ
開
示
を
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、多
く
の
場
合
が
医
療
費
な
ど
経

済
的
な
問
題
以
上
に
、そ
の
医
療
行
為

に
対
し
て
患
者
さ
ん
側
が
よ
り
強
い

不
信
感
や
不
満
を
す
で
に
持
っ
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。し
た
が
っ

て
、そ
の
後
に
医
事
紛
争
の
気
配
が
漂

い
始
め
ま
す
。

　

世
間
で
は
一
般
に「
カ
ル
テ
は
一
体

誰
の
も
の
？
」と
い
っ
た
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、実
感
と
し
て
極
め
て

抽
象
的
な
言
い
回
し
と
思
わ
れ
ま
す
。

京
都
府
保
険
医
協
会
に
そ
の
よ
う
な

質
問
が
あ
っ
た
際
は
、「
カ
ル
テ
に
記

載
さ
れ
て
い
る
情
報
は
、医
療
機
関
と

患
者
さ
ん
の
共
有
物
で
す
が
、カ
ル
テ

そ
の
も
の
は
医
療
機
関
の
所
有
物
で

す
」と
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
な
が
ら
カ
ル
テ
の
管
理
責
任

は
医
療
機
関
側
に
課
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
こ
と
は
当
た
り
前
だ
ろ

う
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
、実
は
こ
の
基
本
的
な
考
え

方
が
カ
ル
テ
開
示
の
際
に
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
。

（
71
）カ
ル
テ
開
示
の
実
際

　

司
法
を
介
す「
証
拠
保
全
」に
つ
い

て
は
、す
で
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
、司
法
を
介
さ
ず
に
医
療
機
関

側
が
独
自
の
判
断
で
、患
者
さ
ん
側
に

カ
ル
テ
を
開
示
す
る
際
の
留
意
点
を

具
体
的
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

〔
1
〕開
示
に
は
院
長
を
は
じ
め
主
治

医
の
判
断
が
必
要

〔
2
〕原
本
の
院
外
貸
出
は
厳
禁（
閲
覧

は
可
）

〔
3
〕開
示
に
関
わ
る
費
用
は
患
者
側

に
請
求

〔
1
〕に
関
し
て
は
、当
然
と
思
わ
れ
る

方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、意
外
に
医
師

個
人
や
事
務
部
門
が
独
断
で
、即
時
開

示
要
求
に
応
え
る
場
合
が
過
去
に
あ

り
ま
し
た
。ご
注
意
下
さ
い
。ま
た
、診

療
等
に
悪
影
響
を
き
た
す
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、拒
否
す
べ
き

ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
ま
す
。し
か
し
な

が
ら
、開
示
拒
否
の
理
由
が
客
観
的
・

合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
と
き
は
、患

者
さ
ん
側
に
不
必
要
な
誤
解
や
猜
疑

心
を
与
え
る
だ
け
と
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
点
は
注
意
が
必
要
で
す
。

〔
2
〕に
関
し
て
は
、医
事
紛
争
を
前
提

と
せ
ず
に
、フ
ィ
ル
ム
等
を
含
め
患
者

さ
ん
に
貸
し
出
す
こ
と
も
日
常
に
お

い
て
あ
り
え
る
の
で
す
が
、紛
争
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、原
本
を
貸
し
出
す
こ
と
は
不
適
切

と
思
わ
れ
ま
す
。カ
ル
テ
等
は
医
療
機

関
側
に
と
っ
て
も
唯
一
の
物
的
証
拠
と

な
る
も
の
で
す
。他
者
に
よ
る
改
竄
や

紛
失
の
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、例
え

患
者
さ
ん
で
あ
っ
て
も
、医
療
機
関
の

目
の
届
か
な
い
所
に
カ
ル
テ
を
持
ち
出

さ
せ
る
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。カ
ル
テ
等
の
所
有
権
と
管
理
義
務

は
医
療
機
関
側
に
あ
る
の
で
す
。

〔
3
〕に
関
し
て
は
、日
本
医
師
会
が
策

定
し
て
い
る「
診
療
情
報
の
提
供
等
に

関
す
る
指
針
」に
も
記
載
さ
れ
て
い
る

通
り
、コ
ピ
ー
代
等
を
請
求
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。医
療
機
関
側
の

毅
然
と
し
た
姿
勢
を
示
す
た
め
に
も
、

コ
ピ
ー
代
を
徴
収
す
る
こ
と
は
妥
当

と
思
わ
れ
ま
す
。

※
京
都
保
険
医
新
聞
2
8
3
8
号

（
2
0
1
2
年
11
月
5
日
）、2
8
3
9

号（
2
0
1
2
年
11
月
20
日
）よ
り

（
1
）大
飯
判
決
は
、ま
ず「
個
人
の
生

命
、身
体
、精
神
及
び
生
活
に
関
す
る

利
益
は
、各
人
の
人
格
に
本
質
的
な

も
の
で
あ
っ
て
、そ
の
総
体
が
人
格

権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

人
格
権
は
憲
法
上
の
権
利
で
あ
り

（
13
条
、25
条
）、ま
た
人
の
生
命
を
基

礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

我
が
国
の
法
制
下
に
お
い
て
は
こ
れ

を
超
え
る
価
値
を
他
に
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。し
た
が
っ
て
、こ
の
人

格
権
と
り
わ
け
生
命
を
守
り
生
活
を

維
持
す
る
と
い
う
人
格
権
の
根
幹
部

分
に
対
す
る
具
体
的
侵
害
の
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、そ
の
侵
害
の
理
由
、

根
拠
、侵
害
者
の
過
失
の
有
無
や
差

止
め
に
よ
っ
て
受
け
る
不
利
益
の
大

き
さ
を
問
う
こ
と
な
く
、人
格
権
そ

の
も
の
に
基
づ
い
て
侵
害
行
為
の
差

止
め
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。」

と
し
ま
し
た
。こ
の
判
示
部
分
が
、大

飯
判
決
が
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を

認
め
る
に
至
る
う
え
で
の
出
発
点
で

あ
り
、こ
の
判
決
の
中
で
も
根
幹
を

な
す
箇
所
と
い
え
ま
す
。

（
2
）次
に
大
飯
判
決
は
、「
生
命
を
守

り
生
活
を
維
持
す
る
利
益
は
人
格
権

の
中
で
も
根
幹
部
分
を
な
す
根
源
的

な
権
利
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。本

件
で
は
こ
の
根
源
的
な
権
利
と
原
子

力
発
電
所
の
運
転
の
利
益
の
調
和
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。」と
し
た
う
え

で
、「
原
子
力
発
電
所
の
稼
動
は
法
的

に
は
電
気
を
生
み
出
す
た
め
の
一
手

段
た
る
経
済
活
動
の
自
由（
憲
法
22

条
1
項
）に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

憲
法
上
は
人
格
権
の
中
核
邪
分
よ
り

も
劣
位
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。」と
位
置
付
け
た
う
え
で
、「
大
き

な
自
然
災
害
や
戦
争
以
外
で
、こ
の

根
源
的
な
権
利
が
極
め
て
広
汎
に
奪

わ
れ
る
と
い
う
事
態
を
招
く
可
能
性

（
1
）次
に
大
飯
判
決
は
、裁
判
所
の

判
断
と
原
子
炉
規
制
法
に
基
づ
く
審

査
と
の
関
係
に
つ
い
て
、裁
判
所
が

原
発
の
運
転
に
よ
り
人
格
権
の
根
幹

部
分
が
極
め
て
広
汎
に
奪
わ
れ
る
事

態
を
招
く
具
体
的
危
険
性
が
万
が
一

で
も
あ
る
の
か
に
つ
い
て
判
断
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
の
立
論
は
、・
・

原
子
炉
規
制
法
を
は
じ
め
と
す
る
行

政
法
規
の
在
り
か
た
、内
容
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
し

ま
し
た
。こ
の
点
も
、こ
れ
ま
で
の
裁

判
例
に
あ
ま
り
例
の
な
い
、非
常
に

重
要
な
指
摘
で
す
。

（
2
）こ
れ
ま
で
の
原
発
訴
訟
で
は
、裁

判
所
の
ほ
と
ん
ど
が
、原
子
炉
設
置

や
運
転
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
設

置
さ
れ
た
委
員
会
で
審
査
基
準
に
適

合
す
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
れ

ば
、手
続
き
的
な
問
題
が
な
い
限
り
、

当
該
原
子
力
発
電
所
は
安
全
性
を
備

え
て
い
る
と
し
て
き
ま
し
た（
例
外
は

2
0
0
6
年
の
志
賀
原
発
2
号
機
運

転
差
し
止
め
訴
訟
の
第
一
審
判
決
）。

（
3
）し
か
し
、上
記
委
員
会
が
定
め

た
基
準
は
必
ず
し
も
安
全
を
第
一

に
し
た
基
準
で
な
い
こ
と
は
、原
発

再
稼
働
に
つ
い
て
審
査
を
行
っ
て
い

る
原
子
力
規
制
委
員
会
の
田
中
俊
一

委
員
長
自
身
が
、こ
れ
ま
で
何
度
も
、

原
子
力
規
制
委
員
会
の
基
準
に
適
合

し
た
か
ど
う
か
と
安
全
性
と
は
別

の
話
だ
と
言
明
し
て
い
る（
高
浜
原

発
に
つ
い
て
、「「
安
全
で
な
い
と
も

言
っ
て
ま
せ
ん
。安
全
だ
と
も
言
っ

て
ま
せ
ん
」2
0
1
5
年
12
月
17
日

の
記
者
会
見
、川
内
原
発
に
つ
い
て

「
基
準
の
適
合
性
を
審
査
し
た
。安
全

だ
と
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
な
い
」

2
0
1
5
年
1
月
16
日
の
記
者
会

見
）こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

（
4
）し
た
が
っ
て
、大
飯
判
決
の
、原

発
は
委
員
会
の
審
査
に
合
格
し
た
か

ら
直
ち
に
安
全
と
す
べ
き
で
な
く
、

裁
判
所
が
、そ
の
安
全
性
に
つ
い
て

独
自
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
、と
の

考
え
は
、人
権
保
障
の
最
後
の
砦
と

し
て
の
裁
判
所
と
し
て
当
然
の
認
識

で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
す
。

　

次
回
で
は
、大
飯
判
決
が
、こ
れ
ら

二
つ
の
前
提
を
も
と
に
、ど
の
よ
う

に
し
て
原
発
運
転
差
し
止
め
を
認
め

た
か
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

大
飯
判
決
の
意
義
に
つ
い
て（
そ
の
1
）

弁
護
士　

定
者 

吉
人

　

2
0
1
4
年
5
月
21
日
、福
井
地
方

裁
判
所
は
大
飯
原
子
力
発
電
所
3
、4

号
機
運
転
差
止
請
求
事
件
に
お
い
て
、

同
原
発
の
運
転
差
し
止
め
を
認
容
す

る
判
決（
以
下
で
は「
大
飯
判
決
」と
い

い
ま
す
。）を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
判
決
の
画
期
的
な
点
は「
人

格
権
」を
憲
法
上
の
権
利
の
中
で
も
、

最
も
重
要
な
権
利
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、裁
判
所
に
は
こ
の
権
利
を
擁
護

す
る
責
務
が
あ
る
と
し
た
こ
と
、及

び
、裁
判
所
は
、「
人
格
権
」を
擁
護
す

る
た
め
、原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て

吟
味
で
き
る
し
、し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
こ
と
で
す
。

　

以
下
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

判
決
文
を
引
用
し
な
が
ら
、説
明
し

ま
す
。

が
あ
る
の
は
原
子
力
発
電
所
の
事
故

の
ほ
か
は
想
定
し
難
い
。か
よ
う
な

危
険
を
抽
象
的
に
で
も
は
ら
む
経
済

活
動
は
、そ
の
存
在
自
体
が
憲
法
上

容
認
で
き
な
い
と
い
う
の
が
極
論
に

す
ぎ
る
と
し
て
も
、少
な
く
と
も
か

よ
う
な
事
態
を
招
く
具
体
的
危
険
性

が
万
が
一
で
も
あ
れ
ば
、そ
の
差
止

め
が
認
め
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ

る
。」と
し
ま
し
た
。

（
3
）そ
し
て
、大
飯
判
決
は
、「
原
子

力
発
電
技
術
の
危
険
性
の
本
質
及
び

そ
の
も
た
ら
す
被
害
の
大
き
さ
は
、

福
島
原
発
事
故
を
通
じ
て
十
分
に
明

ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。本
件
訴

訟
に
お
い
て
は
、本
件
原
発
に
お
い

て
、か
よ
う
な
事
態
を
招
く
具
体
的

危
険
性
が
万
が
一
で
も
あ
る
の
か
が

判
断
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
」、と
し
ま
し
た
。

（
4
）さ
ら
に
大
飯
判
決
は
、「
こ
の
判

断（
原
発
の
運
転
に
よ
り
、人
格
権
の

根
幹
部
分
が
極
め
て
広
汎
に
奪
わ
れ

る
事
態
を
招
く
具
体
的
危
険
性
が
万

が
一
で
も
あ
る
の
か
の
判
断
）を
避

け
る
こ
と
は
裁
判
所
に
課
さ
れ
た
最

も
重
要
な
責
務
を
放
棄
す
る
に
等
し

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」と
も
述

べ
て
、司
法
が
人
格
権
を
擁
護
す
る

た
め
に
果
た
す
べ
き
重
大
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
「
原
発
よ
り
も
命
の
海
を
」
は
、定
者
吉
人
弁
護
士
（
じ
ょ
う
し
ゃ

　
よ
し
と
・
広
島
み
ら
い
法
律
事
務
所
所
属
）
に
大
飯
判
決
の
意
義
に
つ
い

て
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
号
と
次
号
の
2
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

1�

　
人
格
権
は
憲
法
上
の
権
利
の
中
で
も
最
高
の

権
利
で
あ
る

2�

　
裁
判
所
は
原
発
の
万
一
の
危
険
性
に
つ
い
て

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

『医療安全を
身につけるために』

　京都府保険医協会
の経験を蓄積して作
成した完全オリジナ
ル、従業員研修にも
活用いただけます。

1セット（3枚組全305分）　定価10,000円
広島協会会員価格　7,000円　（税込・送料別）

DVD販売中

医療安全研修にご活用下さい!
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協
会
も
参
加
す
る
子
ど
も
と
重
度

障
害
者
の
医
療
費
の
無
料
化
を
求
め

る
連
絡
会
（
以
下
「
連
絡
会
」）
は
、

昨
年
12
月
18
日
（
木
）
広
島
市
内
に

て
「
ク
リ
ス
マ
ス
街
頭
宣
伝
」
を
実

施
し
、
広
島
市
の
「
事
務
・
事
業
見

直
し
」
の
撤
回
を
訴
え
ま
し
た
。
前

日
に
大
雪
が
降
る
な
ど
、
悪
天
候
の

中
で
し
た
が
、
約
20
人
が
参
加
。
参

加
者
は
、
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
な
ど

の
衣
装
に
身
を
包
み
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
行
者
に

配
布
し
ま
し
た
。マ
イ
ク
宣
伝
で
は
、

参
加
し
た
母
親
が
「
お
金
の
た
め
に

受
診
を
控
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
だ

め
」、「
子
育
て
し
や
す
い
広
島
市
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
見
直
し
」
で
は
、「
乳
幼
児
医
療

費
助
成
制
度
」
の
窓
口
一
部
負
担
引

き
上
げ
と
所
得
制
限
の
対
象
拡
大
、

「
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
負
助
成
制

度
」
の
窓
口
一
部
負
担
金
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ま

の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
他
の

政
令
市
と
比
べ
て
優
れ
た
制
度
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
20
あ
る
政
令
市
の
中

で
、「
所
得
制
限
な
し
」
は
11
市
、「
窓

口
負
担
な
し
・
所
得
制
限
な
し
」
は

7
市
で
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
助
成
制
度
は
、
政
令
市
の

う
ち
10
市
が
自
己
負
担
の
な
い
制
度

を
維
持
し
て
お
り
、
広
島
県
内
で
は

府
中
町
と
広
島
市
だ
け
で
す
。

　

連
絡
会
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
や

障
害
児
が
安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ

る
た
め
に
「
見
直
し
」
の
撤
回
を
求

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

今
回
は
前
回
、
前
々
回
と
2
回
に

渡
っ
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
助
成
金
」
の

残
り
4
コ
ー
ス
（
全
6
コ
ー
ス
）
に

つ
い
て
で
す
。

【
処
遇
改
善
コ
ー
ス
】

　

有
期
契
約
労
働
者
等
の
賃
金
テ
ー

ブ
ル
の
改
善
を
行
い
賃
金
水
準
の
向

上
を
図
っ
た
事
業
主
に
助
成

（
主
な
受
給
要
件
）

◇
全
て
の
有
期
契
約
労
働
者
等
の
基

本
給
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
（
賃
金
の
一

覧
表
）
を
3
％
（
2
0
1
6
（
平
成

28
）
年
3
月
31
ま
で
は
2
％
）
以
上

増
額
さ
せ
た
こ
と

◇
増
額
す
る
前
の
賃
金
テ
ー
ブ
ル
で

3
カ
月
以
上
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

◇
処
遇
改
善
に
つ
い
て
職
務
評
価
を

経
て
行
う
場
合
、
雇
用
す
る
す
べ
て

の
有
期
契
約
労
働
者
等
を
対
象
に
職

務
評
価
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

（
受
給
額
）

◇
1
人
当
た
り
1
万
円
（
大
企
業
の

場
合
は
7
5
0
0
円
）

※
1
年
度
1
事
業
所
あ
た
り
1
0
0

人
が
限
度

◇
職
務
評
価
を
行
う
場
合
は
加
算
有

【
健
康
管
理
コ
ー
ス
】

　

有
期
契
約
労
働
者
等
に
対
す
る
法

定
外
の
健
康
診
断
制
度
の
導
入
に
よ

り
健
康
管
理
体
制
の
強
化
を
し
た
事

業
主
に
助
成

（
主
な
受
給
要
件
）

◇
対
象
有
期
契
約
労
働
者
等
（
※

1
）
に
つ
い
て
労
働
協
約
ま
た
は
就

業
規
則
に
「
雇
入
時
健
康
診
断
」「
定

期
健
康
診
断
」「
人
間
ド
ッ
ク
」「
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
」
い
ず
れ
か
の

健
康
診
断
制
度
を
規
定
し
た
こ
と

◇
「
雇
入
時
健
康
診
断
」「
定
期
健

康
診
断
」
に
つ
い
て
は
事
業
主
が
全

額
費
用
負
担
、「
人
間
ド
ッ
ク
」「
生

活
習
慣
病
予
防
検
診
」
に
つ
い
て
は

半
額
以
上
の
負
担

◇
健
康
診
断
を
行
い
、
そ
の
実
施
が

延
べ
4
人
以
上
に
な
っ
た
と
き

（
受
給
額
）

◇
1
事
業
所
当
た
り
40
万
円
（
大
企

業
の
場
合
は
30
万
円
）

※
1
事
業
所
当
た
り
1
回
の
み

【
短
時
間
正
社
員
コ
ー
ス
】

　

主
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

観
点
か
ら
労
働
者
の
短
時
間
正
社
員

へ
の
転
換
や
新
規
雇
入
れ
を
行
っ
た

事
業
主
に
助
成

（
主
な
受
給
要
件
）

◇
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
を

締
結
し
て
い
る
こ
と

◇
1
日
の
所
定
労
働
時
間
を
短
縮
す

る
場
合
は
1
時
間
以
上
の
短
縮
、
週

ま
た
は
月
当
た
り
の
所
定
時
間
を
短

縮
す
る
場
合
は
1
週
間
当
た
り
1
割

以
上
の
短
縮
、
週
ま
た
は
月
の
所
定

労
働
日
数
を
短
縮
す
る
場
合
は
1
週

間
当
た
り
1
日
以
上
の
短
縮

◇
時
間
当
た
り
の
基
本
給
、
賞
与
や

退
職
金
な
ど
の
算
出
方
法
等
が
正
規

の
社
員
と
同
等
で
あ
る
こ
と

※
あ
く
ま
で
正
社
員
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
育
児
お
よ
び
介
護
以
外
の
事
由
で

も
り
よ
う
で
き
る
こ
と

◇
本
人
が
正
社
員
へ
復
帰
を
希
望
し

た
場
合
は
原
職
ま
た
は
原
職
相
当
職

に
復
帰
さ
せ
る
こ
と

（
受
給
額
）

◇
1
人
当
た
り
20
万
円
（
大
企

業
の
場
合
は
15
万
円
）。
た
だ
し

2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
3
月
31
日

ま
で
は
20
万
円
→
30
万
円
、
15
万
円

→
25
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
短
時
間
労
働
者
の
週
所
定
労
働
時

間
延
長
コ
ー
ス
の
人
数
と
合
計
し
、

1
年
度
1
事
業
所
当
た
り
10
人
ま
で

◇
対
象
者
が
母
子
家
庭
の
母
等
の
場

合
は
1
人
当
た
り
10
万
円
の
加
算
有

【
短
時
間
労
働
者
の
週
所
定
労
働
時

間
延
長
コ
ー
ス
】

　

短
時
間
労
働
者
の
週
所
定
労
働
時

間
を
社
会
保
険
加
入
が
で
き
る
よ
う

延
長
し
た
事
業
主
に
助
成

（
主
な
受
給
要
件
）

◇
週
所
定
労
働
時
間
が
25
時
間
未
満

の
有
期
契
約
労
働
者
等
と
し
て
6
カ

月
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

◇
週
所
定
労
働
時
間
を
30
時
間
以
上

に
延
長
し
た
日
以
降
、
社
会
保
険
の

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と　

た

だ
し
、
30
時
間
に
延
長
さ
れ
た
日
の

前
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
6
カ
月

間
、
社
会
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
者
で
あ
る
こ
と

（
受
給
額
）

◇
1
人
あ
た
り
10
万
円
（
大
企
業
は

7
万
5
0
0
0
円
）

※
短
時
間
正
社
員
コ
ー
ス
の
人
数
と

合
計
し
、
1
年
度
1
事
業
所
当
た
り

10
人
ま
で

　

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
共
通
し

て
実
施
さ
れ
る
前
に
「
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
計
画
認
定
（
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
管
理
者
の
配
置
含
む
）
を
受
け
て

い
る
こ
と
」「
就
業
規
則
の
作
成
義

務
の
な
い
事
業
所
で
あ
っ
て
も
作
成

が
必
要
」
と
な
り
ま
す
の
で
、
実
施

さ
れ
る
場
合
は
余
裕
を
も
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
他
に
も
細
か
い

受
給
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前

に
管
轄
労
働
局
や
社
会
保
険
労
務
士

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

　

助
成
金
は
対
象
と
な
る
要
件
に
該

当
し
、
実
施
（
制
度
の
制
定
実
施
や

対
象
者
の
雇
用
等
）
し
た
と
し
て
も

す
ぐ
に
申
請
が
出
来
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
が
6
カ
月
後
の
申
請

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
6
カ
月
以

内
に
対
象
者
が
退
職
し
た
り
、
計
画

し
た
制
度
を
継
続
し
て
実
施
で
き
な

か
っ
た
場
合
は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

（
※
1
）
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働

契
約
（
原
則
1
年
以
上
あ
る
い
は
更

新
に
よ
り
1
年
以
上
の
雇
用
見
込
が

あ
る
契
約
含
む
）
に
よ
り
使
用
さ
れ

1
週
間
の
労
働
時
間
数
が
、
そ
の
事

業
場
で
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
通

常
の
労
働
者
の
所
定
労
働
時
間
数
の

3
／
4
以
上
に
該
当
し
な
い
者
）

（
特
定
社
会
保
険
労
務
士　

白
鷺
克

憲
）

「
労
務
管
理
の
ツ
ボ
～
医
院
経
営
に
活
き
る

雇
用
管
理
と
は
」に
参
加
し
て

経
営
税
務
セ
ミ
ナ
ー

Ｙ
生

　

2
0
1
4
年
12
月
11
日
に
開
か
れ

た
経
営
税
務
セ
ミ
ナ
ー
「
労
務
管
理

の
ツ
ボ
～
医
院
経
営
に
活
き
る
雇
用

管
理
と
は
」
に
参
加
し
た
。
講
師
は

特
定
社
会
保
険
労
務
士
白
鷺
克
憲
先

生
で
あ
る
。

　

2
時
間
弱
と
い
う
短
い
時
間
で

あ
っ
た
が
、
内
容
は
従
業
員
の
求
人

か
ら
は
じ
ま
り
、
面
接
、
有
給
休
暇
、

残
業
、
裁
判
例
等
、
充
実
し
た
内
容

で
あ
っ
た
。

　

開
業
し
て
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
と
、色
々
と
問
題
が
起
き
て
く
る
。

開
業
当
初
は
あ
ま
り
労
務
管
理
に
注

意
を
払
っ
て
な
か
っ
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
、
雇
用
に
関

し
て
も
様
々
な
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
で

検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
の
影
響
な
の
か
、
色
々
と
主
張
し

て
く
る
従
業
員
が
出
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
勝
手
な
思
い
込
み
で
労

基
署
に
駆
け
込
ん
だ
従
業
員
が
い
た

り
、
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
ど
う
で
も
い
い
こ
と
を
セ
ク
ハ

ラ
だ
と
言
い
掛
か
り
を
つ
け
て
く
る

よ
う
な
者
も
い
た
。
従
業
員
は
情
報

を
駆
使
し
て
行
動
し
て
い
た
が
、
こ

ち
ら
は
全
く
無
頓
着
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
従
業
員
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
た
時
期
が
あ
り
、
今
日
の
講
師

で
あ
る
白
鷺
先
生
に
相
談
し
て
、
従

業
員
の
雇
用
管
理
に
つ
い
て
指
導
を

受
け
た
。
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
も
そ

う
で
あ
っ
た
が
、
白
鷺
先
生
は
経
営

者
の
立
場
で
色
々
と
話
を
し
て
く
だ

さ
り
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
何

回
か
相
談
に
伺
っ
た
が
、
労
務
管
理

に
疎
い
自
分
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

従
業
員
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
体
験

し
、
労
務
管
理
に
つ
い
て
学
ぶ
と
、

開
業
医
は
結
構
大
変
な
職
業
で
あ
る

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
開
業

し
て
い
る
医
師
や
歯
科
医
師
の
大
半

は
零
細
企
業
の
経
営
者
で
あ
る
が
、

同
時
に
重
労
働
者
み
た
い
な
も
の
で

あ
る
。
非
常
識
な
診
療
報
酬
を
押
し

付
け
ら
れ
て
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
診
療
報
酬
自
体
が
時
間

給
で
計
算
す
る
と
労
働
基
準
法
に
違

反
す
る
項
目
も
あ
る
。
厚
労
省
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
放
置
し
、
医
師
や

歯
科
医
師
に
法
令
遵
守
を
要
求
、
金

は
出
し
渋
る
が
、
経
営
の
責
任
は
医

師
に
お
し
つ
け
て
い
る
の
が
実
情
で

は
な
い
か
。
企
業
の
経
営
者
の
よ
う

に
医
師
は
何
も
せ
ず
、
従
業
員
だ
け

で
診
療
所
を
運
営
す
る
の
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
の
重
労
働
者
で
あ
る
医

師
、
歯
科
医
師
は
経
営
者
で
あ
る
が

た
め
に
、
労
働
基
準
法
を
は
る
か
に

超
え
た
労
働
を
強
い
ら
れ
て
も
法
的

な
保
護
は
な
い
。
そ
れ
を
労
働
基
準

法
に
保
護
さ
れ
た
従
業
員
を
雇
う
の

は
、
複
雑
な
心
境
で
あ
る
。

　

そ
の
雇
用
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

気
に
な
っ
て
い
た
の
は
雇
用
契
約
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
。
今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
で
は
試
用
期
間
の
あ
る
無
期
雇

用
で
契
約
す
る
よ
り
、
有
期
契
約
の

ほ
う
が
従
業
員
の
適
正
を
判
断
し

て
、
雇
わ
な
い
と
判
断
し
た
と
き
に

は
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
に
く
い
と
い
う

こ
と
で
参
考
に
な
っ
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

労
務
管
理
は
大
切
で
あ
り
き
ち
ん
と

理
解
し
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
そ
の
上
で
経
営
者
と

し
て
従
業
員
と
接
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

街頭宣伝の様子

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで93
面接・雇用から
採用・退職まで93

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
上
段
に

掲
載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
つ
い
て
③

「
事
務
・
事
業
見
直
し
」の
撤
回
を
！

ク
リ
ス
マ
ス
街
頭
宣
伝
実
施
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ス
タ
ッ
フ
と
の
年
賀
状

匿
名
希
望（
広
島
市
西
区
）

　

開
業
し
て
、9
回
目
の
正
月
を
迎
え

た
。私
は
毎
年
、全
ス
タ
ッ
フ
に
年
賀

状
を
出
し
て
い
る
。当
初
は
元
旦
に
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
年
賀
状
が
来
る
こ
と

が
あ
っ
た
。数
年
前
で
も
、こ
ち
ら
か

ら
届
い
た
の
を
み
て
、急
い
で
返
し
て

く
れ
て
い
た
。今
年
は
返
し
て
く
れ
た

ス
タ
ッ
フ
は
2
名
と
な
り
、在
籍
者
の

半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

1
月
5
日
に
は
、全
員
、笑
顔
で
新

年
の
挨
拶
を
し
て
く
れ
た
。

　

若
い
人
は
ハ
ガ
キ
を
書
く
習
慣
が

な
い
の
か
？

　

消
費
税
増
税
も
あ
り
、日
ご
ろ
節

約
に
励
む
よ
う
に
言
っ
て
い
た
効
果

の
表
れ
で
あ
ろ
う
か
？
と
感
じ
た
。

古
典
の
中
の
歯
科
疾
患（
ペ
ン
ネ

ー
ム
・
精
小
納
言
さ
ん
）
の
投
稿

（
2
0
1
4
年
12
月
10
日
号
）に
返
信

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ひ
ま
わ
り

（
広
島
市
安
佐
北
区
）

　

枕
草
子
は
平
安
中
期
、清
少
納
言
の

執
筆
と
言
わ
れ
ま
す
。当
時
の
特
権
階

級
は
糖
質
・
炭
水
化
物
に
著
し
く
偏
っ

た
食
生
活
で
あ
っ
た
と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
の
で
、お
そ
ら
く
甘
い
物（
甘

酒
な
ど
）を
ふ
ん
だ
ん
に
食
べ
て
い
た

可
能
性
が
伺
え
ま
す
。涙
で
髪
の
毛
が

額
に
張
り
付
く
の
も
分
か
ら
な
い
く

ら
い
歯
の
痛
み
に
苦
し
み
、顔
を
真
っ

赤
に
し
て
頬
を
抑
え
て
い
る
姿
か
ら
、

お
そ
ら
く
う
蝕
か
ら
歯
髄
炎
あ
る
い

は
更
に
進
ん
で
、歯
肉
膿
瘍（
Ｇ
Ａ
）、

蜂
窩
織
炎（
こ
こ
ま
で
来
る
と
命
に
関

わ
っ
た
？
）を
起
こ
し
て
い
る
の
で
は

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

長
崎
県
歯
科
医
師
会
の
資
料「
歯
の

歴
史
博
物
館
」に
、当
時
の
歯
科
事
情

が
以
下
の
様
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
当
時
、歯
科
治
療
は
朝
廷
に
お
い
て

の
み
、行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。歯
痛
を

抑
え
る
た
め
に
穿
刺
を
繰
り
返
し
た

り
、お
灸
を
す
え
た
り
、抜
歯
も
行
い

ま
し
た
。時
に
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ

ま
し
た
。民
間
で
は
、巫
女
が
治
療
を

目
的
と
し
て
抜
歯
を
行
っ
た
記
録
が

あ
り
ま
す
。平
安
末
期
に
は
口
腔
清

掃
の
手
段
と
し
て
、う
が
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
時
期
朝
廷
医
と
し

て
丹
波
康
頼
が
活
躍
し
ま
し
た
。」

　

そ
の
、丹
波
康
頼
の「
医
心
方
」に

は
治
療
法
に
、薬
物
の
内
服
、膏
薬
の

貼
付
、針
刺
し
、小
鉄
片
で
灼
く
、灸

法
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
あ
り

ま
す
が
、平
安
貴
族
は
医
師
を
呼
ば

ず
不
例（
病
気
）の
時
に
は
も
っ
ぱ
ら

当
時
舶
来
の
モ
ダ
ー
ン
な
先
進
思
想

で
あ
っ
た
仏
教
・
密
教
の
加
持
祈
祷

に
頼
っ
た
。と
も
あ
り
、お
そ
ら
く
、

舶
来
の
加
持
祈
祷
に
頼
り
、必
至
に

我
慢
し
た
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
を
見
た
清
少
納
言
は
、“
い
と

を
か
し
”
可
愛
い
の
よ
ね
～
と
言
っ

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。ま
た
は
、

お
歯
黒
の
タ
ン
ニ
ン
の
収
斂
作
用
を

利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
と
想
像

し
ま
す
。こ
の
頃
に
は
ま
だ
お
歯
黒

は
普
及
し
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
。

※
平
安
時
代
の
女
性
の
歯
科
疾
患
は
何
だ
っ
た

の
か
？
当
時
は
ど
の
よ
う
な
治
療
法
が
あ
っ
た

の
か
？
に
つ
い
て
の
返
信
で
す
。

の
検
討
。

・
12
月
22
日（
月
）第
2
5
1
回
医
科

社
保
学
術
部
会
。保
険
請
求
等
Ｑ
＆

Ａ
、納
得
で
き
な
い
査
定（
減
点
）・
返

戻
事
例
、指
導
・
監
査
お
よ
び
適
時
調

査
対
策
、今
年
度
の
行
事
の
検
討
。

・
12
月
24
日（
水
）総
務
財
政
部
会
。医

療
運
動
対
策
、各
部
の
活
動
と
対
策
、

行
事
・
会
議
予
定
等
の
確
認
。

・
1
月
6
日（
火
）第
1
5
9
回
歯
科

社
保
対
策
部
会
。点
数
等
Ｑ
＆
Ａ
、審

査
改
善
対
策
、指
導
・
監
査
改
善
対
策

の
検
討
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
対
策

　

総
選
挙
後
の
情
勢
を
踏
ま
え
た

「
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
負
担
増
」の
取
り

組
み
と
し
て
、ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
を
活

用
し
た
患
者
署
名
の
推
進
、市
民
公

開
講
演
会
の
開
催
、保
団
連
中
央
要

請
行
動
へ
の
参
加
な
ど
を
確
認
。広

島
市
豪
雨
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、広

島
市
へ
の
義
援
金
支
出
を
決
定
。広

　

2
0
1
5
年
1
月
13
日（
火
）に
第

19
期
第
21
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
4
年
12
月
10
日
～
2
0
1
5

年
1
月
13
日
）

・
経
営
税
務
セ
ミ
ナ
ー（
12
月
10
日

（
水
）・
福
山
、11
日（
木
）・
広
島
）

・
12
月
19
日（
金
）第
3
3
7
回
歯
科

幹
事
会
。今
年
度
の
歯
科
行
事
、組
織

拡
大
、審
査
・
指
導
等
改
善
対
策
、歯

科
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
、医
療
運
動

島
災
対
連
の
取
り
組
み
と
し
て
、街

頭
署
名
行
動
へ
の
参
加
、厚
労
省
・
国

会
議
員
要
請
に
事
務
局
を
派
遣
す
る

こ
と
を
確
認
。

②
総
務
・
財
政

　

歯
科
幹
事
・
歯
科
社
保
対
策
部
員

の
信
任
。第
38
回
定
期
総
会
記
念
講

演
に
つ
い
て
進
捗
状
況
を
報
告
。

③
協
会
行
事

　

指
導
対
策
講
習
会
、在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
関
わ

る
研
修
会
、医
科
研
究
会
、医
業
税
務

研
究
会
の
開
催
を
確
認
。

　

2
0
1
5
年
度
か
ら
介
護
報
酬
引

き
下
げ
を
2
％
弱
か
ら
2
％
台
後
半

と
す
る
方
向
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。財

務
省
は
2
％
台
後
半
か
ら
3
％
の
減

額
を
主
張
し
、厚
生
労
働
省
は
2
％
未

満
と
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ス
改
定
は
9
年
ぶ
り
で
、

事
業
所
は
減
収
と
な
る
。一
方
、介
護

サ
ー
ビ
ス
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、介
護
職
員
の
賃
金
ア
ッ
プ
を
月

額
1
万
円
上
げ
る
方
針
で
あ
る
。こ
の

話
が
う
ま
く
進
む
か
ど
う
か
、疑
わ
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

主
張
で
は
医
師
法
を
取
り
上
げ
た
。

倫
理
面
か
ら
の
発
想
か
ら
作
ら
れ
て

い
る
た
め
に
、法
律
と
し
て
機
能
す
る

の
は
無
理
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。�

（
Ｏ
）

編
集
後
記

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

21
19

社保 再審査等請求書
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●ご希望の方は協会まで。
　国保の用紙もあります。

☎082-262-5424
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2014年分確定申告対策・2015年税制改正解説

中間　信一　先生
中間公認会計士事務所所長

講師

医 業 税 務 研 究 会

無料（会員・未入会）

広島市南区京橋町1-4
広島グランドインテリジェントホテル
2015年 ２月１９日（木）１９：１５～２０：４５

福山市東桜町１－１
リッチモンドホテル福山駅前
2015年 ２月１８日（水）１９：３０～２１：００福山

会場

広島
会場

参加費

会員の先生方は2015年２月初旬送付予定の書
籍「保険医の経営と税務2015年版」をご持参下
さい。（当日販売もいたします）


